
2026年度 通常総会 会次第

1.開会の辞

2.理事長挨拶

3.定足数確認

4.議長選出

5.議事録作成者及び署名人の選任

6.議案審議

7.閉会の辞

第1号議案　2025年度 活動報告の件

第2号議案　2025年度 決算報告書及び監査報告書承認の件

第3号議案　2026年度 事業計画書案承認の件

第4号議案　2026年度 予算書案承認の件

第5号議案　資産の総額の確認に関する件

第6号議案　役員辞任の件、利用決定委員選任の件



定足数確認

正会員総数

46名

定足数

16名

出席者

9名

委任状

25名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

假屋 智広

町 かおり

直井 圭介

有馬 利洋

石黒 浩二

廣野 千佳

山本 豪太

木下 精子

竹中 寛子

靍 真一郎

上野 牧門

山下泰彦

鶴田 啓洋

江之口 博行

芝田 淳

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

山川 伯明

上江川 直子

加藤 久佳

小林 浩隆

立山 裕子

小松尾 ひで子

三角 悦久

新川 昇一郞

溝延 祐樹

梅垣 晃一

幾留 郁子

河原 晶子

廣野 拓

西田 鉄心

元 佑也

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

宇都宮 孝久

定岡 雅文

染河 敏幸

髙木 幸一郎

山田 一貴

浜辺 恵里香

田中 孝史

須藤 奈津子

前木場 弘枝

小松 明子

個人正会員

1

2

3

4

5

6

社会福祉法人落穂会

司法書士法人中央ライズアクロス

医療法人慈和会大口病院

医療法人 名心会 吉野病院

株式会社マシューズ

株式会社アパートナー鹿児島支店

団体正会員
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理事長 挨拶

住まいとつながりをすべての人に
やどかりプラス、合併から2年。

2024年8月13日の合併から、まもなく2年が経とうとしています。「やどかりプラス」という名の

もとに集まった私たちは、土台を固めながら着実に歩みを進めてきました。

居住支援の分野では、昨年10月1日に改正住宅セーフティネット法が施行され、

居住サポート住宅制度が本格的に動き出しました。やどかりプラスにおいても、

居住サポート住宅13戸の認証を受けました。

2025年1月に設立された鹿児島市居住支援協議会の事務局として、鹿児島市住宅課の

みなさま等と協働し、地域の居住支援の体制整備に力を注いでいます。

身寄り問題の分野では、国における議論が深まる中、当法人は今年4月「みよるネットワーク」事業

を開始しました。当事者・支援者・行政が三位一体でつながる全国プラットフォームとして、

身寄り問題の本質的な解決に向けた取組を全国に広げていきます。

足元でも着実な変化が続いています。「やどかりライフ」では、参加者どうしが日常的に

支えあうコミュニティがさらに成長し、ピアサポーターの活動も一層活発化しています。

ガバナンス体制の整備もこの2年間で大きく前進し、諸規定の整備、経理・会計体制の整備、

事務局会議の実施体制等が整備されてきました。

事業と体制、どちらも手を抜けない状況に変わりはありませんが、当事者の方々とともに

「住まいとつながりをすべての人に」提供できる社会を目指して、この2年間で得た力を

持って前進してまいります。引き続きの応援を心よりお願い申し上げます。

NPO法人 やどかりプラス

理事長 J u n  S h i b a t a芝田 淳
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 「地域ふくし連帯保証」はやどかりプラスの主要事業で、精神病院に長期入院し
ている人たちが退院し地域で暮らせることを目的に始められました。
連帯保証事業には家賃滞納や孤独死など様々な補償事故のリスクがありますが、
訪問介護や病院など、利用者に定期的に接触する人に“支援者”になってもらう事
で、利用者の状態を把握し、保証リスクを抑える仕組みです。
現在は身寄りがなく居住困難に陥っている人たちの連帯保証も一定数引き受け
ています。

■ 概要 ■地域ふくし連帯保証 利用者数

【男女別】

【男女別】 【年代別】

【年代別】

※2026年3月末時点（居住サポート住宅含む）

379
（人）

102

277

■男性　■女性

■利用者の属性 ※2026年3月末時点（居住サポート住宅含む）

■男性　■女性
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■新規利用者数

【男女別】 【年代別】

※2026年3月末時点（居住サポート住宅含む）

38
（人）

10

28

■男性　■女性 ■相談実績 ※2026年3月末時点（鹿児島市居住支援協議会事務局含む）

■住宅確保実績 ※2026年3月末時点

【市内外別（受付日数：239日）】

■新規利用者の属性 ※2026年3月末時点（居住サポート住宅含む）

約26.3％
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約15.8％
全体の
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【男女別（受付日数：239日）】 【年度別推移】
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■利用廃止人数

【男女別】 【年代別】

※2026年3月末時点

55
（人） 35

20

■男性　■女性 ■支援者の有無 ※2026年3月末時点

【全体】 【新規利用者】

■あり
■なし
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約53.6％
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■ 概要

住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に関し必要な措置

について協議することにより、世帯の状況やライフスタイル等に応じて、誰

もが安心して暮らせる居住の安定確保を図ることを目的として、令和7年1

月に設立。その事務局としてやどかりプラスが受託しました。

鹿児島市居住支援協議会 事務局 ワーキンググループの実施

構成団体（17団体）

不動産関係団体

居住支援法人

居住支援団体

行政機関 鹿児島市

・・・6団体

・・・6団体

・・・4団体

・住宅課
・地域福祉課
・長寿支援課
・長寿あんしん課
・保護第一課
・障害福祉課
・保健支援課

【検討テーマ】2025年度は「単身高齢者」について検討

①「困りごと」の解消に向けた取組の検討（事務局：鹿児島市住宅課）

②「見守り」機能の強化に向けた取組の検討（事務局：やどかりプラス）

〈2025年5月22日〉 14:30～ キックオフ

【参加者数】　23名（不動産3名、福祉・居住支援11名・行政9名）
【内　　容】　鹿児島市の賃貸住宅供給等の現状や高齢者の賃貸住宅への
　　　　　　入居に関する現状について認識の共有及びワーキング
　　　　　　グループのテーマ説明

〈2025年7月24日〉 14:00～ 第1回ワーキンググループ

【参加者数】　27名（不動産6名、福祉・居住支援11名・行政10名）
【内　　容】　困りごと：各会員の困りごとの事例と対応方法を集約・共有、
　　　　　　　　　　  意見交換
　　　　　　見守り　：各会員の既存の見守りサービスとその課題点を
　　　　　　　　　　  共有、意見交換
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〈2025年10月16日〉 14:00～ 第2回ワーキンググループ

【参加者数】　26名（不動産2名、福祉・居住支援12名・行政10名・その他2名）
【内　　容】　鹿児島市の賃貸住宅供給等の現状や高齢者の賃貸住宅への
　　　　　　入居に関する現状について認識の共有及びワーキング
　　　　　　グループのテーマ説明
【内　　容】　困りごと：各会員の困りごとへの対応及び相談先を整理・
　　　　　　　　　　  共有、意見交換
　　　　　　見守り　：見守りに関する今後必要な取組について協議

〈2026年1月23日〉 14:00～ 報告会

【参加者数】　30名（不動産3名、福祉・居住支援13名・行政11名・その他3名）
【内　　容】　1年間の振り返り及び次年度に向けた課題整理、意見交換
　　　　　　入居に関する現状について認識の共有及びワーキング
　　　　　　グループのテーマ説明
特別講師：一般社団法人 高齢者住宅財団 川原 奈緒 様

〈2026年1月23日〉 14:00～ 報告会の様子
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■相談件数

【新規・継続】

※2026年3月末時点

146
（件）

114

21

■新規
■継続

【男女別】

146
（件）

52

83

11

146
（件）

52
83

11

■男性
■女性
■不明

■相談者属性 ※2026年3月末時点

■緊急度 ※2026年3月末時点 ■住宅確保実績 ※2026年3月末時点

■ A.すぐに住宅確保が必要な方への対応

■ B.継続的なやりとりを経て支援が
　　 必要な方への対応

■ C.情報提供や今後の行動の提案をした対応

19
（件）

15

1
3

■ やどかりプラスを利用

■ 公営住宅に入居

■ 連携した団体を利用
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生活保護受給者

定額所得者

DV被害者

身体障がい者

精神障がい者

ひとり親世帯

知的障がい者

犯罪被害者

児童養護施設退所者

その他

6

1

29
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1

7

7

8
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22

42

（人）

高齢者・生活保護受給者で

全体の約 43.8％

子育て世帯・外国人・被災者・刑余者
LGBT（性的マイノリティ）は0人。
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■ 概要

高齢者や障がい者などの住宅確保要配慮者向けに、大家や「居住支援法人」

が見守りや生活支援サービスを提供する民間賃貸住宅です。改正住宅セー

フティネット法により創設された国が認定する制度で、事業者が賃借人の

日々の安否確認、訪問による見守り、福祉サービスへのつなぎを行います。

居住サポート住宅

〈居住サポート住宅 情報提供システム〉総認定戸数300戸（2026年6月現在）

大　家

安否確認・訪問・
福祉サービスへのつなぎ

管理業務委託 家賃等

家賃等

不動産管理

合同会社TSUNAGARU
賃借人

LINEグループ内でのメッセージで安否確認を
行います。LINEが使えない方は、ICTによる
安否確認を行います。

協力いただける住民の方をアルバイト職員
として、月に1回訪問していただきます。
その際に、他の住民の方の心身の健康状態や
生活の変化を把握します。

体調悪化など、入居者の状況を判断し、
適した福祉サービスへ連絡・相談します。

LINEグループで安否確認

居住支援法人

参加型居住サポート住宅

訪問による見守り

福祉サービスへのつなぎ



居住サポート住宅
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やどかり利用者が多く住むFLEX-STAY02の1階と2階を居住サポート住宅

にし、見守り電気Hello Lightを設置しています。そのうちの1戸（70代男性

宅）を専用住宅として月1回の訪問を実施しています。

居住サポート住宅として13戸を運営

入居者情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

102号室

107号室

108号室

110号室

111号室

201号室

202号室

205号室

206号室

207号室

208号室

210号室

211号室

60代 男性

60代 男性

70代 男性

50代 男性

70代 女性

60代 男性

50代 男性

60代 男性

70代 男性

60代 男性

50代 男性

50代 男性

70代 男性

活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

生活保護受給者

知的障がい者

生活保護受給者

精神障がい者

身体障がい者

買い物同行

訪問診療・訪問看護 手配・立会い

介護保険サービス 認定調査
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～シェルターから葬送まで～
つながり続けるコミュニティの創生事業

04



WAM助成事業

Yadokari Plus Activity Report 2025 14

これまで、「その日の屋根」が必要な人に対して、安心して過ごしつつ、安定

した地域生活の再構築を目指すために、シェルターを提供してきました。

それらのシェルターは、居住に困難を抱えるという経験をした当事者が主

体となってボランティア・アルバイト等の多層的な関わりが可能な形態で

運営しています。当事者が地域に参加し、役割・居場所・つながりを得て自律

的な互助関係を構築することを支援するとともに、シェルター支援・入居支

援・入居中支援・死亡を含む退去支援まで一貫してつなり続ける居住支援

を、身寄り問題の解決も射程としつつ、『コミュニティのしごと』として展開

しました。やどかりプラスが『身寄り』問題の解決に向けて、当事者どうしの互助の推進に取り組
み始めたのが2016年、『互助する暮らし方』である「やどかりライフ」事業を開始し、「当
事者主体の居住支援」を目指し始めたのが2019年。当時は無自覚だったので、後付けに
なるのですが、我々の取り組んでいるやりかた・考え方はどうやら社会一般の「ふつう」
とはずいぶんと異なっているようなのです。そのことに気が付いたのは2023年頃。
それを内部でもんだうえで、昨年度（2024年度）の事業の報告書において初めて公にし
たやどかりプラスのやりかた・考え方、それが「コミュニティ・アプローチ」です。

〈 現状の議論 〉 〈 目指すべき将来 〉

高齢者支援者や事業者

契 

約

利用者 利用者 利用者 利用者

支 

援
契 

約
支 

援
契 

約
支 

援
契 

約
支 

援

行政・社協・企業・NPO法人等の機関

新たな共同体

利用者 利用者 利用者 リーダー

信 用
を
担 保

発
想
の
転
換

支  

援
支  

援
支  

援
市民後見人

支えあいを
支える 信頼を担保

「支えあい」は地域づくりの「目標」ではなく、地域づくりの「前提」「基盤」に。

コミュニティの形成を目的とせず、コミュニティを手段、あるいは存在することを前提とし
コミュニティの働きや力によって、支援を必要とする方々の個々のニーズを

充足するとともに、地域課題の解決を目指す課題解決アプローチ。

〈 コミュニティアプローチ 〉
～シェルターから葬送まで～

つながり続けるコミュニティの創生事業

活 動 内 容
①無料シェルターの運営　②『コミュニティのしごと』による支援の拡充
③つながり続けるコミュニティによる支援
④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察
⑤シンポジウムの開催

■ 概要



WAM助成事業
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①無料シェルターの運営

シェルターの概要

目的が限定されない無料のシェ
ルター、誰にでも提供可能な「そ
の日の屋根」を運営することによ
り、誰もが安心して過ごすことの
できる場所及び地域生活を再構
築することのできるステップを
提供することを目的とし、個室
シェルターを4戸運営しました。

シェルター① シェルター②

鹿児島市中心部から車で約10分
場　所

1R（洋室8畳） ／ 25.00㎡
間取り ／ 広さ

バス・トイレ別・ベランダあり

2025年4月1日～2026年3月31日

■利用料は無料で、手持ちがなくても入居が可能。　■冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ・炊飯器・テレビ・掃除機・WIFI設備を完備し、入居時から
すぐに生活できるようにしている　■火気厳禁のためガスコンロは設置していない。　■消耗品などの生活必需品を設置し、身一つで入居に
至っても受入れが可能な環境を整備している。
※シェルター①については主にDV・虐待被害者を対象とし、当事者主体のシェルター運営ではなく、専門職対応を主とする。

設　備

運営期間

鹿児島市中心部から車で約10分
場　所

1R（洋室8畳） ／ 25.00㎡
間取り ／ 広さ

バス・トイレ別・ベランダあり

2025年7月1日～2026年3月31日

設　備

運営期間

特　徴



WAM助成事業

シェルターの概要

①無料シェルターの運営

シェルター③ シェルター④

鹿児島市中心部から車で約20分
場　所

1K（和室6畳） ／ 16.38㎡
間取り ／ 広さ

バス・トイレ別・ベランダあり

2025年4月1日～2026年3月14日

設　備

運営期間

鹿児島市中心部から車で約10分
場　所

1R（洋室6畳） ／ 20.00㎡
間取り ／ 広さ

バス・トイレ別・ベランダあり

2025年4月1日～2026年2月15日

設　備

運営期間

■利用料は無料で、手持ちがなくても入居が可能。　■冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ・炊飯器・テレビ・掃除機・WIFI設備を完備し、入居時から
すぐに生活できるようにしている　■火気厳禁のためガスコンロは設置していない。
■消耗品などの生活必需品を設置し、身一つで入居に至っても受入れが可能な環境を整備している。 利用者の退去後はピアサポーターがシェ

ルターの室内清掃、消耗品の買い出し、補
充を行っています。
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WAM助成事業

利用実績（10名抜粋）

①無料シェルターの運営

家賃滞納により強制執行となり、その後ホームレス生活をしていた。

年代No.

01 50代

性別

男性

属性

ホームレス生活者

利用に至った経緯 住宅確保

確保

ピア

※ピア・・・ピアサポーターに支援を受けた人　サロン・・・居場所サロンに参加した人

サロン

○ ○

初回の相談先

福祉事務所

他県より鹿児島に来てホームレス生活をしていた。
住宅を借りれないので支援して欲しい。

夫からのDV被害により自宅を出た。
これからどうしたらよいか分からない。
他県で仕事をしていたが、故郷に帰ってきた。
住居を借りたいが不動産業者に断られる。

02 50代 男性 ホームレス生活者 確保 ○ ○福祉事務所

仕事をクビになり帰ってきたが、住居を借りることができない。03 40代 男性 ホームレス生活者 確保 ○ ○福祉事務所

元妻の住居を追い出され行き場がない。04 50代 男性 ホームレス生活者 確保 ○ ○福祉事務所

05 20代 女性 DV被害者
知的障がい者 確保 ○他市福祉事務所

06 70代 男性 ホームレス生活者 不明福祉事務所

07

自宅を強制退去となり行き場がない。住居も借りることができない。08 60代 女性 ホームレス生活者 確保 ○ ○裁判所執行官

09

10
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他県に住んでいたが、夫からのDV被害により自宅を出た。
支援して欲しい。 ○○20代 女性 DV被害者 確保本人

住居がゴミ屋敷になり、住むことができない。
一旦非難してその間に片づけをお願いしたい。

母親の虐待により、他県より逃げてきた。支援して欲しい。 ○ ○20代 女性 ホームレス生活者 確保虐待被害者

○30代 男性 知的障がい者 確保福祉事務所



WAM助成事業

① シェルター利用者総数 ② 利用者の年代

利用実績

①無料シェルターの運営

本年度のシェルター利用者数は27人でした。
すべて単身世帯で男性の利用が多く、
全体の約82.8％。女性の利用は約17.2％でした。

シェルター利用者の年代は、50代が7人（24.1％）と最も多く、次いで20代が6人（20.6％）でした。
男性では50代が7人、女性では20代が最多となりました。
20代と70代で男女比が1:1になりました。

女 性： 5人（17.2%）

男 性： 24人（82.8%）

n=29

男 性

20代

30代

40代

50代

60代

70代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

合 計

3

4

5

7

4

1

24

3

0

0

0

1

1

5

6

4

5

7

5

2

29

女 性 合 計

80 1 2 3 4 5 6 7

男 性 女 性

3

4

5

7

4 1

1 1

3
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WAM助成事業

①無料シェルターの運営

③ 利用者の属性 ④ 利用者の滞在日数

利用実績

シェルター利用者の属性は、ほとんどがホームレス生活者で、20人（69.0％）でした。
その他のDV被害者、刑余者、知的障がい者、精神障がい者、虐待被害者等は、
1名か2名程度でした。

シェルター利用日数は前年度は、2週間以上と未満でほぼ1:1でしたが、今年度は
圧倒的に2週間以上を超える人が多かったです。新しい引越し先の条件として、
通院や階数に配慮が必要な方が多くいたためだと考えられます。

1週間以内

1週間～2週間

2週間～3週間

3週間～4週間

4週間以上

0 12108642

2週間以上 2週間未満男 性 女 性

ホームレス生活者

DV被害者

刑余者

知的障がい者

精神障がい者

DV被害者／知的障がい者

虐待被害者

0 5 10 15 20 25

18

2

2

1

1 1

1

1

2

n=29

7人（24.1%）

22人（75.9%）

4

3

9

2

11
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WAM助成事業

②『コミュニティのしごと』による支援の拡充

なかまのケアに関するしごと

〈 アウトリーチ訪問活動・・・のべ880件 〉
月2回のミーティング（別助成事業）で、手
助けが必要であると思われる利用者のこ
とを共有したり、訪問スケジュールの調
整、訪問先の利用者によっては、アポイン
トを取って個別に訪問をした方が良いと
提案したり、ピアサポーターどうしの連
携が強まり、効率的に8エリア98件を訪
問することができるようになりました。

※写真は今年度シェルターを利用した方
が新たな生活をスタートさせる部屋へ入
居した後の訪問の様子です。

〈 入退院・通院・入院中などの支援・・・35件以上 〉
高齢者や、障がい者への入退院・通院の支
援が増加しています。利用者の方々にピ
アサポーターの認知が上がったことで、
お願いしやすい空気感が生まれていると
思われます。

これまで一人で自身の健康状態に悩んで
孤立していた方が、月に1回、当事者が訪
問して、体調の話や持病の話をする機会
が増えたことで、ピアサポーターが「一緒
に行くので病院に行きましょう」「市役所
での手続きが一人で難しいなら一緒に行
きますよ」など、声をかけやすくなり、一
人で抱えていた悩みを共有することがで
きるようになったと考えられます。

入院中に関しても部屋から病院で必要な
ものを持って行ったり、入院中にスマホ
が故障した方には買い換えに行ったり、

急な入院だったため、部屋に腐ってしま
いそうな食材がある時は、その処分をし
たり、ブレーカーを落としたりします。そ
ういったことをお願いできる関係性を構
築できたからこそだと考えられます。

※本事業の対象者は58名
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WAM助成事業

なかまのケアに関するしごと

②『コミュニティのしごと』による支援の拡充

〈 銀行・市役所などの手続き関連支援・・・15件以上 〉
自身が今何の手続きが必要か等の理解が
難しい利用者も多くいらっしゃいます。
市役所であれば、引越し後の住民票の変
更届、障がい者手帳の更新、保護受給など
があります。

銀行では、住所変更、自動送金手続きなど。
理解できていても中々自身で動かない方
もいらっしゃいます。こういった方々に
は「一緒に行くから」の一言が効果的に機
能し、重い腰を上げることができます。病
気の悪化により、電車・バスでの移動が難
しい方には車で一緒に行き、施設内の移
動は車椅子を借りて補助します。

車の運転免許の更新なども一人では難し
いという方にはサポートします。

〈 引越し・買い物支援・・・10件以上 〉
シェルターを利用していた方の、シェル
ターから新たな入居先への引越しを手伝
いました。また今後の生活で必要となる
買い物も同行し、シェルター利用者の先
輩から必要なものや、買っておくと便利
なものまで、色々と会話がはずみます。

その際に過去にシェルターを利用したこ
とがある当事者が手伝うことで、利用者
がシェルターを出た後の自身のことをイ
メージしやすくなり、少し不安を取り除
くことができます。

Yadokari Plus Activity Report 2025 21



WAM助成事業

②『コミュニティのしごと』による支援の拡充

Yadokari Plus Activity Report 2025 22

【別助成事業】 コミュニティの維持・管理に関するしごと
〈 ピアサポーターミーティング ・・・24回 〉
月2回のミーティングを実施し、スケ
ジュール調整や、エリアごとに誰がまわ
るかなどを決めます。
前回に訪問した際の利用者の方の情報を
共有し、その方がどういった方で、どうい
う話し方をしたら良いかなども話し合
い、誰が訪問しても良い状況を作り出す
ことができ、支援する側の孤立を防ぐこ
とにつながります。

利用者の日常のスケジュールなども把握
できているので、エリアでまわらずに、個
別でアポイントを取った上で訪問に伺う
方もいらっしゃいます。
そういった方は玄関先で話すのではな
く、部屋の中に入れていただけるほどの
関係性が築けています。

〈 居場所サロンCoCoDe・・・51回 〉
今年度は特に引越し支援の際や、入居し
たばかりの方への初めての訪問の際に、
居場所サロンへの参加を促すことを重視
して取り組みました。
参加メンバーの固定化を防ぎ、常に新し
い風が吹いている生きたサロンにするた
めです。また本人にとってコミュニティ
へとつながる新しい生活への第一歩とな
ると考えています。

〈 料理会・・・5回 〉
居場所サロンが活性化してきたことで、
料理会の参加者はのべ68人が参加しま
した。一人で食事をすることがほとんど
の方が、集まって料理を作って一緒に食
べるという非日常が、また日常を豊かの
ものにすると考えます。

※別助成事業ですが、コミュニティにおいて関連性が強いため紹介させていただきます。



WAM助成事業

②『コミュニティのしごと』による支援の拡充

コミュニティの価値の向上に資するしごと コミュニティをまとめるしごと

〈 介護保険サービスへのつなぎ・ケア会議への参加・・・19件以上 〉 〈 中心的人物の増加 〉
訪問を通じてつながり、信頼を得た上で、
65歳を超えた利用者に対して、地域包括
支援センターへつなぎ、担当ケアマネが
決定した後のケア会議などにも同席する
ことが増えました。

サービスへ求める内容は個々で違いがあ
りますが、それを事前に当事者どうしで
共有できているため、ケア会議の場にも
同席し、ご本人からは言いづらい、または
伝えられない意思を代弁したりして、過
不足のないサービスを選んでいただける
ようになります。

介護サービスへのつなぎが増えたことに
より、コミュニティの価値の向上にもつ
ながっています。福祉の資格がなくても、
寄り添ってつながることさえできれば、
福祉サービスにつなげることができるよ

うになり、利用者の生活が豊かになるよ
うになりました。どこに相談して、どう
いったサービスがあるというような知識
はピアサポーターの経験の共有により、
当たり前の知識として蓄積されるレベル
になってきています。

今年度当初は1人のピアサポーターがア
ウトリーチ、サロン運営、イベント企画管
理、個別訪問など、すべての活動の中心に
なっていただきましたが、8月に新たに1
名、同じく中心になる方が参加していた
だけるようになりました。
中心となって頑張りたいと本人が発言し
たわけではなく、コミュニティの中で自
然にそうなっていきました。
1人では回っていなかったことが中心人
物が2人に増えたことで、支援が必要な方
への対応の幅が広くなり、コミュニティ
の成長につながりました。また、新たにピ
アサポーターが増えていっています。こ
れもコミュニティから自然発生的に生ま
れた状況です。常に変化し続けるコミュ
ニティをそれぞれがゆるく許容し、その
コンセプトがしっかりと浸透している結
果だと思います。
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ①

〈 シェルター利用からつながり続けて互助活動へ 〉

長期入院中に、離婚することになり、退院
後、実家とは疎遠だったため、元奥さんの
部屋を1部屋借りて住んでいました。

仕事も見つからず、いつまでもいられな
いので、部屋を出てネットカフェや公園
などで寝泊まりし、ほぼホームレス状態
となりました。
その時は、生きていても仕方がないと死
のうとも考えましたが、とりあえず市役
所に相談に行きました。

市役所の生活保護課へ保護申請したとこ
ろ、需給が決定するまでの間の生活のた
めに、シェルターを利用できるか、保護課
の担当者からやどかりプラスに連絡が入
りました。

Rさんはすぐに事務所来られて、面談を
し、シェルターに即日入居となりました。

数日シェルターで過ごしていると、ピア
サポーターが訪問にきました。
近々、料理会のイベントがあると誘われ
たRさんはよくわからずに、参加します
と答え、当日参加しました。

Rさん（40代男性）

シェルター
入  居

やどかりプラス

市役所
（福祉事務所）

連絡・相談

ピアサポーターRさん

訪問・勧誘

料理会へ

■ 料理会に参加したRさん
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つながり続ける支援が生まれた事例 ①

③つながり続けるコミュニティによる支援

〈 シェルター利用からつながり続けて互助活動へ 〉

料理会が終わり、今度は居場所サロンへ
誘われたRさん。料理会の翌週の居場所
サロンCoCoDeに参加されました。
シェルターの時から気にかけて訪問に来
てくれていたピアサポーターから、「こん
な感じで訪問とか居場所活動やってんね
ん。よかったら一緒にやってみーひん？」
とピアサポーターにも誘われました。

Rさんは後日、シェルター清掃に参加し
ました。一度やってみると、ピアサポー

ターのみんなが和気あいあいと活動して
いるのを見て、楽しそうなグループだな
と思い、今後も一緒に活動をしていこう
と決めました。

そこからのRさんは、月2回のピアサポー
ターのミーティング、月1回の訪問活動、
高齢者の銀行への同行、ゴミ部屋にして
しまった利用者の方の部屋の清掃など、
幅広いサポート活動で活躍するようにな
りました。

現在は、平日はハローワークの職業訓練
に通いながら、土日は互助活動に参加と、
ハードな日々を送っています。

シェルターでのご縁から、今後もつなが
り続けるなかまとなりました。

Rさん（40代男性）
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ②

〈 訪問活動からつながり続けるサポート 〉

15年ほど前にホームレス状態となり、芝
田理事長とつながり、支援を受けて入居
し、仕事を始めました。
しかし病気を患って退職し、部屋で孤立
状態に。月に1回、相談員との電話で病気
のことを話すが、人に頼るのが嫌という
性格で、支援に関して消極的でした。
しかし同じマンション内で孤独死があっ
たことを知り、ピアサポーターの訪問で、
自身の今後のことなどを話すようになり
ました。

ピアサポーターが訪問した時に話を聞い
たところ、肺気腫を患って以来、買い物に
出かけても最寄りのコンビニに行くだけ
でも息が切れてしまうので、途中で3回は
休憩が必要とのことでした。
病院は3つ通院しており、医者に透析、酸
素ボンベをした方がいいと言われていた
ようですが、身体がそれに慣れてしまう
のが嫌で、していませんでした。
疾患は、肺気腫が一番つらく、他に腎臓疾
患、心不全、高血圧、  白内障と色々あり、
さらに大動脈血腫で手術をしたとのこと
でした。
また、自宅マンションが急な外階段しか
ありませんので、3階まで上がるのも負担
が大きく、雨の日は滑ってこけてしまい
そうで、怖いだろうと感じました。

Sさん（60代男性）

そこで、身体の状況を保護課の担当者に
伝え、引越し費用が出るか確認してみた
ところ、担当者も状況はご存知のようで
すぐに承認を得ることができました。

ピアサポーター ミーティング 引越し業者

やどかりプラス

共有・相談

共有・相談

現場立ち会い・見積もり依頼

状
況
説
明
・
見
積
も
り
提
出

市役所（福祉事務所）
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③つながり続けるコミュニティによる支援

〈 訪問活動からつながり続けるサポート 〉

引越しがOKになったので、早速、引越し
業者と同じタイミングで、運べる手荷物
を車に積んで、引越しました。
新しく住むマンションもエレベーターは
ありませんが、1階なので、かなり出入り
が楽になりました。階段の危険もありま
せん。

引越したあと、やはり介護保険サービス
が必要だと提案し、地域包括支援セン
ターに連絡をして、面談をしていただく
ことになりました。
その後、認定調査を受け、要支援2となり
介護サービスがスタートしました。
ケア担当者会議では、いろいろ必要そう
な提案をいただきましたが、元々介護
サービスを敬遠していた方なので、安否
確認の訪問給食（週3回）と訪問看護のみ

を受け入れていただきました。ピアサ
ポーターによる日々の安否確認と月1回
のアウトリーチ訪問では、メンバーを変
えて、Sさんといろんなピアサポーター
が、関わるようにしています。

その後、腎疾患が悪化し、入院した後、週3
回の透析が必要となってしまいました。

透析に通うようになってしばらくした頃
に、透析後に意識を失いそのまま入院、慢
性閉塞性肺疾患と診断され、4週間の入院
後、在宅酸素が必要となり、ピアサポー
ターも使い方のレクチャーを受けまし
た。介護ベッドも入れ、病室と同じ環境が
整いました。

引越し業者 引越し

引越し

連絡・相談

引
越
し
支
援

手続き支援

担当者会議ピアサポーターSさん

市役所

買い物支援 入退院支援

量販店 病　院

地域包括支援センター

シェルター②

場　所

間取り ／ 広さ

設　備

運営期間
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ②

〈 訪問活動からつながり続けるサポート 〉

この方へのサポートは、変化する体調、繰
り返す入退院など、タイムリーな状況を
ミーティングで共有し、いろんなピアサ
ポーターが関わるようにしました。

ご本人からも、「前の部屋で一人でいるよ
り、みんなが入れ替わり立ち替わり部屋
に来てくれて、雑談をしたり、体調も気
遣ってくれて、引越しをさせてもらって
本当によかったと思う。」と言っていただ
いています。

ピアサポーターの一人に「入院中の支援
から日々の買い物支援までなぜそこまで
のサポートができるのですか？」と聞い
たところ、「気になるからやってるだけで
すよ。自分と同じ身寄りのないなかまだ
から。仕事だと思ったら、なかなか続けら

れることではないと思います。」と言って
いました。「僕一人じゃなくていろんなな
かまが関わってるところも気楽です。自
分が何か忘れても、誰かが気づいてくれ
ますし。」
そう言っているピアサポーターたちに
とっても、地域で役割を持って動いてる
ことが、こんなにも考え方を柔軟に前向
きにさせるものなのかと思いました。

このような福祉へのつなぎを行い続ける
ことで、地域包括支援センター、訪問診
療、訪問看護、ヘルパー、デイサービスな
どの外部の専門家たちと、本人のパイプ
役であり続けることになります。同じ境
遇の人がいたら、すぐに対応できるよう
に確実にこの経験の蓄積が文化として根
付いていってると思います。
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ③

〈 葬送後もつながりは途切れない「つながるあんしん事業」 〉
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宮永勝信さん
（享年72歳）
鹿児島県（離島）出身

■ 同行支援 ■ 居場所サロンに参加

■ 料理会 ■ つながるファイルを書く会

2020年にやどかり居住支援を受け、互助会に
参加。物静かな性格で、お酒が大好き。入居当
初は、電話にも出ない、訪問しても居なかった
りと、なかなかつながりを作ることができて
いませんでした。
しかしある時、理事長から「同じマンションの
○○さんの面談があるから、事務所に連れて
きてあげてください。」と依頼。
その後も、同行や伝言を頼むようにすると役
割を得たことから、いきいきとなかまのサ
ポートをするようになりました。
居場所サロン、つながるあんしん事業にも積
極的に参加するようになりました。
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〈 葬送後もつながりは途切れない「つながるあんしん事業」 〉

つながり続ける支援が生まれた事例 ③

安否確認LINEグループ

毎日、「おはよう」「こんにちは」など
声を掛けあう安否確認LINEグループ
「ヒトコエ」。宮永さんはここにも参加。
毎日なかまと挨拶を交わしていました。

ある日、グループのメンバーが
宮永さんからのメッセージが
2日間ないと気づき、同じマン
ションに住むIさんに連絡。

宮永さんは1階に住んで
いたのでベランダに周り
倒れているところを発見。
ピクッと動く反応あり。
芝田理事長と救急に連絡。

！ ！Iさん

芝田理事長

③つながり続けるコミュニティによる支援
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ③

〈 葬送後もつながりは途切れない「つながるあんしん事業」 〉

医師から容体を聞き、緊急に手術をしても
それは延命のための手術となることを聞き、
つながるファイルを医師と一緒に確認。

1番目に書かれていた方は都合がつか
ず来ることができませんでしたが
2番目に「芝田 淳」と書かれていたため、
宮永さんの意思である

「延命治療なしで自然死」と書かれた
つながるファイルを確認し、
手術をしないことになりました。
5日後、意識が戻らないままお亡くな
りになりました。
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③つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続ける支援が生まれた事例 ③

〈 葬送後もつながりは途切れない「つながるあんしん事業」 〉
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2024年2月5日
血のつながりのないなかま12人で見送ることができました。
宮永さんは自ら意識と行動を変え、なかまとつながったこと
で、尊厳ある最期を自ら選択することができました。
その後、合祀墓に入られ、彼岸など、なかまが集まって、
手を合わせに行きます。また、居場所サロンには、仏壇が置か
れ、今でもずっとつながり続けています。
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認定NPO法人LivEQuality HUBへの視察

場所：愛知県名古屋市熱田区千年1-11-3
日時：2025年9月5日 9:30～11:30
担当者：青木 祐真 事務局長
参加者： NPO法人やどかりプラス
　　　　理事長 芝田淳
　　　   事務局 寺尾真次
　　　　ピアサポーター：Iさん・
　　　　永留健吾・野口大介

【 事業概要 】
〈 ビジョン 〉
安心安全な住まいを起点に、だれもが自
分らしく生きられる社会
〈 ミッション 〉
住まいに困窮する人たちに、低価格で気
持ちの良い住宅と社会とのつながりを届
ける。

認定NPO法人LivEQuality HUBは住ま
い探しに困難を抱えるシングルマザーや
離婚を検討中の女性に対して状況に応じ
た住まい探しのサポート、支援機関の紹
介、生活全般のサポートを行い、新しい生
活が安定するまで伴走支援を行なってい
ます。

運営面での最大の特徴は「株式会社と
NPOのハイブリッド運営」による、中・低
所得世帯でも無理なく支払える「手頃な
価格・家賃」で提供される住宅（アフォー
ダブルハウジング）の展開しているとこ
ろです。株式会社LivEQuality大家さん
では投資家から資金の提供を受け、家賃
収入を上げながら物件の取得と提供を役
割とし、認定NPO法人LivEQual i ty 
HUBは寄付や助成金を受けながら入居
先の紹介とその後の伴走型支援を行なっ
ています。

④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

認定NPO法人LivEQuality HUBへの視察

伴走型支援とは、一時的な助けではなく、
家族や友人が「気にかけて声をかける」よ
うに、支援者が寄り添い続けて孤立を防
ぎ、地域全体でつながりを育み、誰もが安
心して頼れる環境を作ることで、助ける・
助けられるの関係を超えた温かいつなが
りを広げていくアプローチです。
役割としては大きく3つあります。

伴走型支援の3つの役割
①「つながる」こと・・・
孤立している人に寄り添い、信頼関係を
築いていくこと。
②「つなげる」こと・・・
本人の状況にあわせて、地域や必要な支
援につなぎ、」孤立を防ぐこと。
③「もどし、つなぎ直す」こと・・・
支援につないだ後も見守り、再び孤立し
そうな時に支援へ戻すこと。

具体的な関わり方としては、住宅確保支
援、生活支援、健康管理支援、就労支援に
分類され、それぞれの状況に合わせて、さ
まざまな関わりを組み合わせて実践して
います。
入居時には、低家賃の物件の提供、主要支
援機関と支援方針をすり合わせます。
入居後は食料や生活物資の支援、月1回以
上の訪問面談、LINEでの相談対応などを
行います。定期的な訪問面談を行いなが
ら、居住者交流会や勉強会、子ども縁日な
どのイベントを開催し、地域の「ハブ」と
なり、コミュニティへとつないでいます。
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

認定NPO法人LivEQuality HUBへの視察

【視察内容】
青木様からスライドで事業紹介をいただ
き、質問を挟みながら、詳しく説明をいた
だきました。その後質疑応答の中で相互
の理解を深めました。

【当法人との共通点と相違点からの学び】
入居前から入居後のサポートまでつなが
り続け、コミュニティへとつないでいく
など、コミュニティの形成を重視してい
る点が共通していると感じました。当法
人とはメインの受益者の属性が異なるた
め、支援の内容に関して相談対応の違い、
行政手続きが多いこと、母子をつなぐと
いう個別性が高い領域に関する支援のノ
ウハウをお持ちで、大変勉強になりまし
た。特に感銘を受けたのは、「もどし、つな
ぎ直す」支援として、似た経験をしたお母
さんとの座談会を開くなど、当事者どう
しの交流の有用性を理解した上で工夫

し、実践されている点でした。
その座談会を「ティータイム」と称し、離
婚相談、身体の問題、心の悩みなど、個々
の不安を抱え、どう相談していいかわか
らず問題が深刻化することを防ぐために
開催されています。参加者は自分の置か
れている状況を客観的に見つめ直すこと
で「相談しても良いんだ」と感じ、孤立を
防ぐことになっているとのことです。
運営面においては、株式会社の低利回り・
超長期償還型の私募社債「インパクトボ
ンド」の発行で、寄付でも出資でもない
ファイナンス手法を織り交ぜた、新しい
お金の流れを創出され、それが確実に機
能していることに驚きました。

【ピアサポーターIさんの感想】
入居前と後、さらには支援につないだ後
も見守り、再び孤立しそうな時に「もど
し、つなぎ直す」といったサポートし続け
る伴走型支援に共感できました。母子家
庭へのサポートは多くの専門性を持った

人たちが周りに必要だと感じました。ま
た、所有物件があることで　家賃相場よ
りも安く借りられ、初期費用も事情に応
じて相談できるといった点が利用者に
とってとても助かると思いました。
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

NPO法人知多地域権利擁護支援センターへの視察

場所：南知多総合体育館 第2会議室
日時：2025年9月5日 14:30～16:00
担当者：今井 友乃 理事・金森 大席 事務局長
参加者： NPO法人やどかりプラス
　　　　理事長 芝田淳
　　　   事務局 寺尾真次
　　　　ピアサポーター：Iさん・
　　　　永留健吾・野口大介

〈 法人理念 〉
■誰もが自分らしく生きることができる
　まちづくりをしよう。
■とにかく本人を第一に考えよう。
　（本人と一緒に悩み、考え、ときには
　 破たんとともに歩む、見捨てない）
■自分自身も幸せであろう。
　職員も含めたひとりひとりの幸せを
　大切にしよう。
■私たちは地域生活のプロであろう。

【事業概要】
知多半島4市5町（半田市、常滑市、知多
市、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、
武豊町）の行政から委託を受けて、成年後
見制度に関する相談、後見人等支援、弁護
士・司法書士などへのケース紹介、地域連
携ネットワーク整備、権利擁護支援に関
する専門相談を行なっています。

普及啓発として一般市民を対象とした地
域福祉やまちづくりに結びつく人材の育
成や、権利擁護支援に関連した研修、行政
や各種福祉事業者向けの専門研修を開催
しています。

多問題家族、虐待、生活困窮者世帯などの
処遇困難者に対しては、法人後見を受任
しています。
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NPO法人知多地域権利擁護支援センターへの視察

〈くらしあんしんサポート事業〉
2024年から立ち上がった事業で、親族が
いないおひとり様、いても協力が得られ
ない方のために見守り・安否確認、入退院
時等支援、死後事務支援を提供し、誰もが
安心して人生の最後を迎えることができ
るような地域にすることを目的としてい
ます。利用するためには「ライフエンディ
ング喜楽会」という互助会に入会しても
らい、日頃から助け合えるなかまづくり
のサポートをしています。
入会前には面談と審査があり、それらを
経て契約、利用開始となります。

支援サービスとしては
①見守り・安否確認サービス
　・週2回の電話による安否確認
　・月1会の訪問による見守り
②入退院時等支援サービス
　・入院中の緊急連絡先引き受け
　・入院中の貴重品預かり
　・緊急対応及び訪問
③死後事務支援サービス
　・火葬の執行

その他のオプションサービスとして
・行政官庁などに対する諸届事務
・納骨・永代供養の個別対応相談
・生活用品等整理・処分事務
・病院・施設の退院・退所手続き及び
  医療費・施設料等の清算事務
・公共サービス等の解約・清算事務
・任意後見契約当事務
・遺言書作成等事務　など

④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

NPO法人知多地域権利擁護支援センターへの視察

【視察内容】
この日は、「知多半島ろうスクール」とい
う制度や法律を学ぶセミナーが開催され
ており、参加させていただきました。テー
マは「葬儀・お墓について」。参加している
方々の中には若い世代の方も混ざってお
り、エンディングカテゴリーの興味が拡
大していることを実感しました。その後、
別室にて今井理事長から活動の紹介をい
ただき、続いて「くらしあんしんサポート
事業」の利用者2名の方にもご参加いただ
き、ディスカッション形式で、互助会にお
ける課題の共有や、解決に向けた活動な
どを意見を出しあいました。同じ課題を
抱えている部分もあれば、地域独特の課
題もあり、なかなか、的確な答えを出せま
せんでしたが、話し合えたこと自体に意
義を感じました。

【喜楽会が抱える課題について】
「会員どうしの親睦を深めるためにどん
な活動をしていけばいいのか。」
やどかりライフの互助会では、毎週開催
の居場所サロンCoCoDeがあり、不定期
で料理会も開催している。こちらとして
はメンバーの固定化や、新メンバー加入
に向けての活動が課題になっているとお
話ししました。

「お互いに助けあい、見守りあうことをど
のように実現していくのか。」
助けあいの始まりは助けてと声をあげる
ところから始まるので、まずは時間をか
けてでも、助けてをお互い言える関係性
を構築することが結果的に早いかなとい
う意見が出ました。

「4市5町と広い範囲でお互いのことを知
り、お互い助けあうということをどのよ

うに行っていくのか。」
これに関しては、やどかりライフの互助
会は鹿児島市内の中でも特に平地（中心）
エリアに住まいが集中しているため、集
まりやすいと考えています。エリアが広
すぎると、移動手段の問題が発生します

ので、まずは各市町で、中心的な人物を探
し、それぞれで数名の互助会を作り、週1
回程度、顔を合わせられる環境を作り、月
1回程度で、4市5町で集まるといった企
画にしてみてはと、提案しました。
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

場　所

設　備

運営期間

NPO法人知多地域権利擁護支援センターへの視察

【当法人との共通点と相違点からの学び】
くらしあんしんサポート事業において、
互助会の役割やその働きを重視している
点で共通していると感じましたが、あく
まで「支援サービス」であり、契約をして
から参加できるようになる点では大きく
考え方が異なります。人によってはこち
らの方が安心できるという人もいるので
はないかと思えます。やどかりライフ参
加者の互助会は生活困窮者や生活保護受
給者の方々がメインなので、おそらく一
般企業のサービスよりは安く感じても、
お金を払ってまで参加しようと思う人が
どれだけいるかなと考えました。喜楽会
は利用条件の一つに「生活保護を受けて
いないこと」とあります。利用者の方々の
生活設計や終活に対するリテラシーが高
い方が集まり、共通の目的があるという
点において、互助会がうまく機能するの
ではないかと思われます。「くらしあんし

んサポート事業」を利用することで、安否
確認などの支援を受けるだけではなく、
終活を通じてなかまとなった人たちが、
つながり続けることも、最期まで安心し
て暮らしていける一つの要素になってい
ると感じました。

【ピアサポーター永留さんの感想】
喜楽会のお二人とのお話の中で、課題は
人がなかなか集まらないということで
あったが、それはやどかりにおいても同
じ問題があり、物理的な距離の問題が、年
齢的な移動問題に結びついているのでは
ないかと思いました。明確にはできませ
んが、それぞれの互助会が抱える課題を
発信して共有することで、お互いの今後
の活動のヒントになったと思いました。
今後もこのようなコミュニケーションを
とれる機会があればいいなと思います。

当法人の「コミュニティ・アプローチ」の概念は、他団体において、明言されて
いませんが、その特性と有用性が活動の中に含まれており、共感できる部分が
多いと感じました。一方で、対象者の属性や、年齢層、生活環境によって個人個
人の考え方の違いは出てきますので、コミュニティのあり方も一様ではない
と思いました。
例えば、知多地域権利擁護支援センターさんの「あんしんサポート事業」では、
「互助会」という点で一致はしていても、サービスを購入した方々が集まるの
で、やどかりのそれとは、参加者の意識が全く違うと思います。それぞれに適
したコミュニティのあり方を当事者自身が模索し続ける必要があります。

今回の2団体の視察では、法人としての持続性の高い運営体制の仕組み、当事
者に合わせて組み合わせる支援体制、つながり続ける当事者コミュニティの
重要性など、気づきが多い視察となりました。また、やどかりの当事者（ピアサ
ポーター）とともに学ぶことができ、それぞれが、自団体にどう持ち帰って活
かすことができるのかが、楽しみになりました。
今後の活動を展開する上で、強い刺激をいただけました。

～2団体の視察を終えて～



WAM助成事業

⑤シンポジウムの開催

開催概要／広報

本事業の成果を示し、シェルターの必要性
を明らかにするとともに、当事者主体のコ
ミュニティの成立を前提に当該コミュニ
ティが継続的なつながりを構築すること
で地域課題を解決していく可能性につい
て全国に発信することを目的とし、2月20
日にシンポジウムを会場とオンラインの
ハイブリッド形式で開催しました。

テーマ シェルターから葬送まで
～つながり続けるコミュニティの創成を目指して～

会　場 鹿児島カクイックス交流ホール大研修室4

開催方法 会場・オンライン（zoomウェビナー）ハイブリッド開催

日　時 2026年2月20日（金）13:00～16:30

参加申し込み チラシ記載のQRコードからエントリー・ランディングページ
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⑤シンポジウムの開催

開催概要・広報

■A4チラシ 表面 ■A4チラシ 裏面 ■ランディングページ

■ニュースレター配信
　・12月号
　・1月号
　・2月号

■居住支援の全国組織の
　メールマガジン

■WAM掲示板への掲載

■福祉関連団体による
　チラシ郵送

■PR TIMESによる
　プレスリリース配信

■MBCラジオ出演時の
　参加促進

■SNS投稿
　・Insrtagram
　・Facebook
　・X
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WAM助成事業

⑤シンポジウムの開催

参加申し込み人数 202名　会場参加 40名（満席）を達成

総申し込み人数は202名で、鹿児島県か
らの申し込み人数が76名（37.6%）。
次いで多かったのは北海道20名（9.9％）、
東京都15名、沖縄県13名、宮崎県9名（う
ち8名は会場参加）。
全国的に幅広く30都道府県の方に参加
いただく結果となりました。

参加申し込みルート分析

申し込み人数が一番多かったルートは、
チラシで74名（36.6%）、
関連団体に大量配布いただいた効果かと
思われます。あとは、講演時に配布しまし
たが、これは人によっては講演で入力し

ている可能性も考えられます。次いで
やどかりプラスニュースレターで
34名（16.8%）、知人からの紹介27名、
法人からの案内18名SNS・DMが各14名
となりました。5名以上

1名以上

参加なし

76

6

5

5

15

20

13
9

チラシ

800 10 20 30 40 50 60 70

ニュースレター

知人からの紹介

法人からの案内

SNS
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講演・イベント

登壇者から直接

ホームページ・LP

ネットニュース

74
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6
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1
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身寄り」とは本来、家族・親族だけでなく
「身を寄せるところ」や「親類縁者（縁者）」
を含む言葉でした 。  しかし、単身化や都
市化など時代の変化によってご近所や同
僚といった多様なつながりが失われ、現
在では「家族・親族のみ」を指す言葉とし
て使われるようになっています 。

WAM助成事業

⑤シンポジウムの開催

【開会の挨拶】 NPO法人 やどかりプラス 理事長 芝田 淳
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1. 「身寄り」の再定義

日本には、認知症になった時や怪我、亡く
なった時などに「基本的に家族がケアを
する」という前提があります 。  さらに連
帯保証や身元引受といった慣習が存在す
るため、頼れる家族や親族がいない人が
社会の中で困窮してしまうという現状が
あり、これが従来の「身寄り問題」と定義
されてきました 。

2. 現在の「身寄り問題」の捉え方

頼れる家族がいないことによる「困りご
と」を単に取り除くだけでは不十分で、 
家族がいなくても、地域の中で「身を寄せ
るところ」や「頼れる縁者（つながり）」を
新たに作っていくことのほうが、より本
質的な解決策であると思います。  

3. 本質的な解決に向けて

身寄り問題の解決には、「当事者」「支援
者・事業者」「行政」の3者が主体的に行動
する「三位一体の取り組み」が不可欠です。
当事者は地域社会の中で互いにつながり
あい、支援者・事業者は身寄りのない人の
受け入れを主体的に考え、行政は自身の
地域の身寄り問題として主体的に受け止
め、対応を考えることが必要です 。

4. 三位一体の取り組みの必要性

会場の様子



WAM助成事業

⑤シンポジウムの開催

〈 プロフィール 〉
専門は地域福祉、権利擁護。厚生労働省 
成年後見制度利用促進専門家会議、社会
保障審議会生活保護基準部会等の構成員
などを務める。地域福祉や権利擁護支援、
包括的な支援体制について研究するかた
わら、社会福祉士として成年後見活動も
行っている。

【基調講演】 同志社大学 社会学部 教授 永田 祐 氏
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日本社会において、家族、地域社会、安定
した雇用といった従来の社会的基盤の
「底が抜けてきている」ことが背景にあり
ます 。  家族に頼れず、地域から孤立し、
安定した雇用に結びつかないといった
「社会的孤立」が深刻化しており、身寄り
問題もその一つとして生じています。  
日本の社会福祉や介護保険は家族がいる
ことを前提としてきましたが、単身化社
会が進む中で制度が対応しきれておら
ず、「家族依存型の福祉」の限界が指摘さ
れています。これまで家族や地域が担っ
てきた共同性の機能を社会でどのように
代替していくかという「家族機能の社会
化」が問われており、制度的、市場的、そし
て地域福祉的な解決策が必要とされてい
ます 。

1. 身寄り問題をめぐる背景
身寄りがないことを理由に入院を拒否す
ることは医師法に抵触し、国も対応を求
めていますが、現場（病院や施設）では依
然として「保証人が必要」として思考停止
している現状があります。
現在の支援制度には隙間があり、民間に
よる「高齢者終身サポート事業」といった
市場的解決策も、契約の複雑さや将来的
な事業者の存続、預託金トラブルなどの
課題を抱えています。
今後の施策の方向性として、市町村の
コーディネート機能の強化や新たな支援
事業の創設、そして亡くなった際に行政
がスムーズに対応できるよう本人の希望
を事前に登録する「終活登録」制度などが
あります。

2. 政策的対応の現状と今後
制度や事業が整備されても、日常の
ちょっとした願いを叶えるような「誰の
仕事でもないこと（シャドーワーク）」は
残り、これはちょっとした関係性があれ
ば解決できるものです。
身寄りがない人を単なる「支援される側」
に固定せず、共に地域を作る仲間として
新たな共同性を意図的に作っていくこと
が、「地域共生社会」の目指す姿であると
思います。

3. 身寄り問題のオルタナティブ
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⑤シンポジウムの開催

【活動報告】 NPO法人 やどかりプラス 事務局 寺尾 真次 ／ ピアサポーター 野口 大介

やどかりプラスのすべての取り組みの根
底には、「コミュニティ・アプローチ」とい
う考え方があります。これは、当事者同士
が互いに支え合うコミュニティに属して
いる（または形成する）ことを前提とし、
そのコミュニティの力で個人の課題や社
会課題の解決を目指す手法です。NPOや
支援機関は直接的なサービス提供者とし
てだけでなく、この「支え合いを下支えす
る」立場に回ります。当事者主体のつなが
りを重視しているため、関わる人々を「利
用者」ではなく「参加者」と呼んでいます。

1. コミュニティ・アプローチ

その日の屋根がない方に向けて、目的を
限定しない無料シェルターを3戸運営し
ています。運営は基本的に当事者主体で

行われ、ピアサポーターが入居中の買い
物や通院同行などのサポートを行ってい
ます。このサポートが当事者同士の最初
の接点となり、互いの状況に共感し合え
るかがコミュニティ形成の重要なポイン
トとなります。ホームレス状態からシェ
ルターを利用し、後にピアサポーターと
して活躍するようになった事例を紹介し
ました。

2.当事者主体のシェルター運営

ピアサポーターたちが月2回のミーティ
ングで計画を立て、毎月8エリア・計98件
の訪問活動を行っています。訪問時は体
調変化の確認や困りごとの聞き取りを行
い、見守り合いのグループや居場所への
参加を促します。不在時にはドアにチラ
シを挟み、次月まで残っている場合は孤
独死の疑いがあるとして事務局と連携し

て対応することで、実際に早期発見につ
ながったケースもあります。孤立状態に
あり支援に消極的だった方が、訪問を機
に今後のことを相談するようになった事
例も報告されています。

3. つながり続ける訪問活動

身寄りがない当事者同士がつながり、知
り合い、支え合うことで安心して生活で
きることを目的とした事業です。参加者
は互助会に入り、月2回「つながるファイ
ル（情報共有ファイル）」を作成してなか
まや支援者に託します。これにより、病気
や死などの事態に陥った際でも、地域の
仲間が適切に対応できる体制を自ら構築
できます。最期を血縁のないなかま12人
で見送られ、合祀墓やサロンの仏壇を通
じて亡くなった後もつながりが続いてい
る宮永さんの事例を紹介しました。

4.「つながるあんしん事業」
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もやいでは、貧困を失業やワーキングプ
アといった「経済的困窮」だけでなく、頼
れる人間関係や社会参加の機会がない
「つながりの困窮」でもあると捉えていま
す。経済とつながりの両面からアプロー
チし、住まいや収入などの生活基盤を整
えるとともに、当事者の自尊心を回復さ
せていくことを活動の軸としています。

1. 貧困問題に対する視点と活動の軸
現在の支援制度には個別契約によって人
を分断してしまう側面があるため、支援
を単なる「サービス提供」で終わらせず、
生きていく上で不可欠な「仲間」を得る機
会とすることを重視しています。支援す
る側・される側という固定された関係で
はなく、共に社会を良くしていく仲間と
して一緒に活動していく姿勢が、「もやい
（寄り合って事をなす）」という団体名に
込められています。

3.「もやい」が目指す関係性保証人を、単なるサービスではなく「互助
的」な仕組みとして延べ2,400世帯に提供
しています。過去約25年間の事故率（滞
納や孤独死など）は約5%に留まり、多く
の方が安定した暮らしを実現しているポ
ジティブな結果が出ています。
【交流事業（居場所作り・葬送）】
サロンや農業体験を通じて多様なつなが
りを作るほか、独自のお墓を持ちこれま
でに約70名を埋葬してきました 。公的な
支援がついていても最期に孤立してしま
う（火葬場に誰も来ないなど）現状に対し、
共同性を回復していく地域福祉を市民活
動として捉えています。
【社会保障制度の提言】
現場からの声をすくい上げ、政策や制度
の改善につなげるための発信活動を行っ
ています 。

【相談支援事業】
年間約8,000件の相談に多様な手段（電話、
面談、メール等）で対応し、都庁下では毎
週食料配布（年間約70トン）を行ってい
ます。
【入居支援事業（保証人提供）】
身寄りのない方のアパート入居時の連帯

2. もやいが展開する4つの事業
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〈 プロフィール 〉
1987年、東京生まれ。2010年頃より、
ホームレス支援、生活困窮者支援に携わ
る。著書に『すぐそばにある「貧困」』
（2015年ポプラ社）ほか。内閣府孤独・孤
立対策推進参与も務める。

【活動紹介】 認定NPO法人 自立生活サポートセンター・もやい 理事長 大西 連 氏
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〈 プロフィール 〉
東京都出身。大学3年目で学生のホームレ
ス支援団体に参加し、大学卒業後にNPO
法人ホームレス支援北海道ネットワーク
に入職。2015年にNPO法人女性サポー
トAsylの立ち上げに従事し、以来現職。

札幌市を拠点とし、行き場を失った女性
や母子に一時的なシェルターを提供して
「尊厳ある日常」の再建をサポートしてい
ます。設立からの10年間で1107件の相談
を受け、約40～50%がシェルター利用に
つながっています 。近年は20代など若年
層の単身者が多く、利用者の65%が何ら
かの障害や疾患を、約8割が不眠や抑うつ
などのメンタルヘルスの課題を抱えてい
ます。週3回「居場所サロン」を開催してい
ます。近所のボランティアや元利用者が
食事を作り、専門職との面談とは異なる、
関係の鎧を脱げる場を提供しています 。
また、年数回の近況報告会や手作り作品
のコンテストなども行い、つながりを維
持しています 。

1. アジールの活動と現状
シェルターを退所して新生活を始めて
も、約半数の方に再困窮の恐れがあると
いう現状があります。既存の制度に当て
はまらない人々にとって、「洗濯機の回し
方」といった日常生活の些細な相談に応
じるつながり（シャドウワーク）が不足し
ていることが、大きな課題として指摘さ
れています。

2.支援とつながりの必要性
利用者から「自分が死んだらどうなるの
か」という相談を受けたものの、数十万の
費用や成年後見制度を利用しない限り、
本人の意思を実現する手立てがないこと
に直面しました。やどかりプラスの「つな
がるファイル」を参考に、札幌の他のシェ
ルター運営団体や寺社とも協力し「さっ
ぽろ版構想」をスタートさせました。
「つながるファイルを書いてみる会（仮）」
を立ち上げ、現在は「野生の互助会」とし
て活動しています 。報告会に参加した元
利用者の「より」さんも、職員に頼るだけ
でなく、当事者同士で相談し合える関係
性の土壌を作っていきたいと語っていま
す。

3. 「互助」に向けた取り組み

【活動紹介】 NPO法人 女性サポートAsyl 事務局長 波田地 利子 氏
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〈 プロフィール 〉
2人の男児を出産し、26歳で離婚しシン
グルマザーへ。2020年コロナ感染拡大を
期に6年間の母子家庭当事者団体の活動
から“血縁のない大家族づくり”のための
「実家よりも実家ーじじっかー」をスター
ト。

福岡県久留米市を拠点とし、血縁のない
大家族を作るための居場所「実家よりも
実家ーじじっかー」を展開しています。
法人名「umau.」には、一方的な支援では
なく、互いに「合う（助け合う、学び合うな
ど）」を生み出していきたいという願いが
込められています。現在では330世帯が
「家族」として活動に参加しています。

に対するサポートが不足していると感じ
ます。私たちは制度に頼る前に、日常のふ
とした瞬間に「ぽろっと」相談できる関係
性を、血縁がなくても構築することを目
指しています。貧困を単なる経済問題で
はなく、幼少期からの心の穴のような「根
付いた貧しさ（貧根）」として捉え、それを
互いに自覚しあえる地域づくりに取り組
んでいます。

制度化されている「見えている課題」だけ
でなく、家庭内の深刻な「見えない課題
（親の切実な悩みや子どものSOSなど）」

4. 「見えない課題」

シェルター、シェアハウス、室内遊び場な
どを備えた拠点を運営しています。コン
セプトに「ラッキーループを巻き起こ
せ！」を掲げ、孤立による苦しさから抜け
出すための明るい雰囲気づくりを意識し
ています。「100人の貧困家庭の脱出」と、
独り親・二人親に限らず地域で子育てを
する「七人親」をビジョンとしています。

2. 拠点の機能と活動ビジョン

お母さんたちの手取り収入が平均約10
万円という現実に対し、収入を増やすの
ではなく、日常（家事・育児・支出・心）を
シェアして豊かに暮らす「三分の一生活」
を提唱しています。また、週末に集まれる
居場所づくりや、若者向けの教育プログ
ラムも実施しています。他にも寄付食材
を単に無料で配るのではなく、子どもが
リボンを編む作業を通じて食材と交換
し、誰かにプレゼントできる喜びを生み
出す「リリボンマーケット」などを展開し
ています。

3. 「三分の一生活」と
　 独自のプロジェクト

1. 団体の概要と理念

【活動紹介】  一般社団法人 umau. 代表 中村 路子 氏
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【パネルディスカッション・Q&Aセッション】

各団体の登壇を終え、髙木氏がパネル
ディスカッションに掲げたテーマは3つ。

これらをテーマに各団体が、それぞれの
活動から見出した回答を行いました。

髙木氏：1つめのテーマは関係性。支援か
ら仲間とか家族というところにどうつな
がって、どういう風に変えていくのか。例
えば頭では、対等な仲間というのが大事
だというのはわかっていても、現場では
どうしても支援とか被支援という壁がで
きがちかなと思っています。その壁を
取っ払って仲間とか家族になっていくた
めに、現場で一番意識している仕掛けと
か、声かけなどはありますか？

① 「コミュニティ」における「関係性」

②「受け入れ体制」と「現実問題」

③「課題」に対するコミュニティの「機能」

大西氏：例えば、野宿の方への焚き出しと
か食料品配布の活動の中で、食料の提供で
はなくて、一緒に作って一緒に食べるとい
うことをすごく大事にしていたりします。
同じような行為だとしても見え方が全く
変わってきます。
波田地氏：「互助」の場（つながる会）が生ま
れ、そこでは専門職としての役割を脱ぎ捨
てた関わりが可能になっています。一人の
人間として楽な気持ちで立ち会うことが
できます。
中村氏：相手を制度の枠や診断名で見て
しまうことの危うさを感じ感じます。支
援者ではなく家族という判断をスタッフ
が全員していくことにしています。
寺尾：この人を放っておいたら絶対に孤立
してしまうと思う方には何度も訪問して
ただつながっておいてくださいというこ
とだけを言うようにしています。

髙木氏：2つめのテーマに移ります。
基本的に皆様の団体は誰でも受け入れる
というふうに感じております。それぞれ
の団体にそれぞれのスタンスがあると思
うのですが、誰でも受け入れるというこ
とと、ある種の制約ルールの存在という
ものが矛盾するように感じております
が、ここのバランスを皆さんのコミュニ
ティでは、どのように扱っているので
しょうか。
大西氏：うちは多分かなり緩い方だと思
います。いろんな団体で出入禁止になっ
た人もたくさん来ます。難しいなと思う
部分もありますけど、居場所もないので、
結局どこかが何とかしないとどうにもな
りませんので。ただ当然、例えば居場所の
事業とかだと、その人が来ることによっ
てみんなが嫌な気持ちになって、いなく
なってしまうということもあるので、工
夫していくことを意識しています。

〈 コーディネーター 〉
株式会社 リーバルホールディングス
代表 髙木 幸一郎氏
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④つながり続けるコミュニティによる地域課題の解決に関する視察

【パネルディスカッション・Q&Aセッション】

〈 パネリスト 〉
認定NPO法人 自立生活サポートセンター
もやい 理事長 大西 連 氏

〈 パネリスト 〉
NPO法人 女性サポート Asyl 事務局長
波田地 利子 氏

〈 パネリスト 〉
一般社団法人umau. 代表
中村 路子 氏

波田地氏：シェルターとしては、自分たち
が最後の砦だという意識でやっていると
いうのは、共通しているかなと思ってい
ます。うちが断ったらもう社会の底が抜
けるなっていう気持ちです。居場所サロ
ンでは、もう少し緩い感じではあります
が100%みんなが居心地いい空間ってな
かなか難しいと思います。
中村氏：じじっかは居場所づくりの一環
のようなものなので、施設として利用さ
れるだけにならないよう、ルールは作っ
ていません。ルールを作ってしまうと叱
り方が、なぜ使ったものを片付けないと
いけないかの理由で叱るわけではなく、
ルールだから片付けないといけないん
だっていう、お父さんお母さんたちの子
どもたちへ伝える時の理由付けが、ルー
ルがあるからになってしまうというとこ
ろが一番の理由です。
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【パネルディスカッション・Q&Aセッション】

寺尾：コミュニティ内には、「あの人のこ
とが・・・・」ということが絶対ありますの
で、それぞれの基準でコミュニティに参
加すればいいと思います。皆さんが一つ
の問題をコミュニティ内で解決すること
大事だと思っています。
髙木氏：3つめのテーマに移ります。
制度だけではウェルビーイングは作れな
いというお話がありました。
住まいとか生活方法とか、制度とか箱と
かにつながった後に、それでも残ってし
まう見えない課題。こういう課題に、それ
ぞれの互助の在り方は、皆様のコミュニ
ティにおいて、どのように機能されてい
るとお考えでしょうか。

〈 パネリスト 〉
NPO法人 やどかりプラス事務局
寺尾 真次

〈 オブザーバー 〉
NPO法人 やどかりプラス 理事長
芝田 淳

〈 オブザーバー 〉
同志社大学 社会学部 教授
永田 祐 氏
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【パネルディスカッション・Q&Aセッション】

大西氏：一定の枠に当てはまらないと、な
かなか生きづらいっていう世の中の根本
が変わっていかないので、いくら小さな現
場のレベルでそうじゃない場所を作って
いても、やっぱり限界はありますよね。だ
から僕たちは市民活動だと言って、変えて
いかなければと思っています。今の社会の
あり方の延長線上のままだったら、しんど
い人ってどんどん増えていくのではない
かと思います。そうではないあり方の模索
や実践というのが、いろんなレベル感で必
要だと思います。

波田地氏：専門職一人として、目の前の人
の何か苦しみを取り除ける部分って、お
そらく100の苦しみだったとしたら2く
らいだと思います。例えば、お金のことに
困っていたら、生活保護を受けることが
できるから、保護課に一緒に相談に行き
ましょうとか、それができても、その人の
丸ごとの苦しみってほとんど取り除けな
いと思います。まずはその専門職の無力
さから出発することが大事かなと。共有
しながら緩和しながら、なんとか生きて
いこうねとできるのは、専門職じゃない
他のあらゆるつながりとの関係の中にお
いて、人の中で生きていくって言葉があ
りますけど、まさにそういうことだと思
います。

髙木氏：ありがとうございます。ここから
メールで来ているご質問に答えていただ
きます。「互助会を作ることは必要とは思
うのですが、つながることによって様々な
トラブルが起こるのではないかと危惧し
ています。起こるトラブルに対してどのよ
うに対応しているのか、ちょっと具体的な
お話があれば聞いてみたいです。」
中村氏：家族会議をするっていうだけな
のですが、とにかく毎週毎週トラブルが起
こるので、でも親も子も関係なく、大人も
子供も関係なく、絶対そこに関わった人た
ちと見た人たちと全員個室に集めて会議
をすします。親の恥になったとしても、親
が悪かったら親にも認めてもらおうと
思って、その姿を子供にも見てもらお
うっていうような、それしかしてないで
す。

髙木氏：大家族って感じですね。やどかり
プラスさんいかがですか。
芝田：もちろんトラブルはたくさんあり
ます。人と人の関わりが増えるわけです
から、その分増えますよね。私たちの基本
的な考え方として、参加者は全員必ず世
の中のために役に立つ力を持っていると
いう前提で考えています。同時にそうい
う能力がある人だから、トラブルは人は
自分で解決する力があるというふうに
思っています。基本的にトラブルがある
とわかったからといって、NPOとしてこ
ちらからわざわざ介入しないです。ただ
し相談があったら相談にのるというスタ
ンスです。今を生きている僕たちは、人間
関係のトラブル耐性がかなり低いと思い
ます。つながりを作っていくために、トラ
ブルを覚悟で、あえてコミュニティで引
き受けるぐらいの覚悟でやっていった方
がいいのではないかと思っています。
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【パネルディスカッション・Q&Aセッション】
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永田氏：皆さんの話を聞いた私はすごく
楽しくなってきてしまって、いろいろ言
いたいことがたくさんあるのですが、一
つだけご質問じゃないことも言ってもい
いですか。面白かったのが、今日の3人の
方、偶然かもしれませんが、大西さんは市
民運動としてやられているという話をさ
れて、それから中村さんは当事者として
やられていますよね。波田地さんは専門
職として、いろいろ違いがある立場で、お
話されているなという感じがしました。
だから大西さんは運動家として話されて
いるし、波田地さんは専門職として話さ
れているし、中村さんは当事者として話
されているので、中村さんは自分たちの
活動に専門職性が入ってくることが怖い
とおっしゃっていて、波田地さんはどう
やったら専門性の鎧を脱げるかという話
をされていて、大西さんは運動なので斜
めの関係という言い方をされたと思うの

ですが、運動は斜めの関係だし、当事者は
横の関係だし、波田地さんはその縦の関
係をどうやったら、それが互助会という
場で専門職という鎧を脱げるという話を
されていいました。そこがすごく面白い
なと思って、必ずしも互助会とか居場所
というのは形が一つだけではなくて、誰
がどういうふうにそこを作ろうとしてい
るのかということによって、それがまた
変わってくるのだろうなというふうに思
いました。その中で一番苦労するのは専
門職だと思います。波田地さんの立場だ
と思います。「それは仕事ですか問題」と
いうのが必ずあって、運動は運動として
コミットできる人たちがやっていかなけ
ればいけないので、それは仕事ですかと
いうふうになりづらいと思うんですけ
ど、でもやっぱり職員として入ってくる
人たちがいると、それは仕事ですかとい
うのは当然出てきてしまうと思います。

どういう場の作り方を誰がしているのか
ということによっても、変わってくるし、
だから必ずしも居場所とか互助会という
のが一様である必要はないしそこに関
わっている人たちの在り方っていうのも
一様ではないのだろうなと思って聞いて
いました。
今のご質問ついて、一つはさっき話した、
国が今考えている第二種の事業がありま
すが、私はその事業が今、どうやってやる
かということばかりに着目していて、対
象者とか判断能力とか今そういうことを
決めているのですが、もうちょっとその
事業の中に、ある種の互助的な機能を入
れていくことを、ビルトインして事業化
していくことにした方が、広がっていく
のではないかなと思います。と思ってい
たのですが、今日の話を聞いていたら、そ
ういうふうに義務でくっつけた互助会
が、うまくいかないような気もしてきた

ので、ちょっと考えが変わってきていま
す。あらかじめいろんなことを決めてや
りだしちゃったりして、全く面白くない
ものになっちゃったりするのではないか
という心配もあるので、そういった意味
では、広げていくっていうときに、こうし
たら広がっていくというよりは、一概に
こうしたら広がっていくって決めるので
はなくて、たぶんいろんなつながりの形
があって、居場所もいろんな形があって
いいし、同時に互助会もいろんな形が
あっていい。ただそういうことが重要で
あることをみんなで共有していって、そ
の地域やその人に合ったやり方で広げて
いくっていうのが大事なのかなと思いま
した。
髙木氏：すごくわかりやすかったです。あ
りがとうございます。
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アンケート集計結果 回答数 83名

〈回答者団体属性〉
自治体が最多で14名、次いで他福祉関係団体が11名、
続いて個人、介護福祉でした。

〈全体的な内容について〉
回答者の96.4%の方に、大変満足、満足と評価いただきました。

個人

153 6 9 120

他福祉関係団体

自治体

介護福祉（施設・居宅）

NPO職員

社会福祉協議会

医療関係団体

障害福祉（施設・居宅）

不動産事業者

法律専門職

学術関係者

その他

9

11

14

8

7

6

5

4

3

2

1

13

n=83

56人（67.5%）

24人（28.9%）

1人 2人

大変満足した
満足した
普通
あまり満足しなかった



WAM助成事業

⑤シンポジウムの開催

アンケート集計結果 回答数 83名

〈 全体を通しての感想 〉

私は専門職としての立場で接することが
多く、本当に本人の苦しみと向き合うに
は専門職という意識をいかに取り除ける
かという言葉にとても刺激を受けまし
た。　（自治体）

こんな豪華なシンポジウムがあっていい
ものか、と思いながら参加させていただ
きました。ありがとうございました。
（その他）

まとめる事はかなり難しかったと思う。
それだけ曲者ぞろい。活動も突飛。お疲れ
様でした。　（介護福祉事業所（居宅））

最後に永田先生が仰った捉え方で思考が
纏まりました。　（その他）

つながりの大事さは理解できました。つ
ながりの中の関係性（支援者、非支援者）
の問題ははっとさせられました。「上下で
はなくななめの関係」がよかったです。
（介護福祉事業所（居宅））

ありがとうございました。各講師の先生
方のお話、色々考えるきっかけになりま
した。ありがとうございました。　
（他福祉関係団体）

面白かったです。最後の永田教授のまと
めはわかりやすかったです。ありがとう
ございました。　（自治体）

自分自身の考えを整理することができま
した。　（医療関係団体）

それぞれの方のキャラクターと、されて
る方向性がとても合っていたので、皆さ
んの違いが興味深く学びになりました。
（個人）

互助のなかでトラブルは当然起こりうる
と感じていましたので，皆様が様々な対
応をされていることを知ることができ
て，非常に勉強になりました。（以下設問
15の回答→）時間がなくて前半参加でき
ず残念でした。またこのような貴重な機
会があれば参加させていただきたいで
す。　（自治体）

個人、団体、支援内容それぞれ多様性が豊
かに感じました。　（他福祉関係団体）

各団体で取り組んでいることは違います
が、認識している課題は共通して動いて
いると感じました。　（社会福祉協議会）

社会問題として身寄り問題が取り上げら
れるようになり、自治体職員としては
様々な難しさを感じています。事業の中
で互助活動の必要性を感じることも多い
ですが，つながりが薄くなってきた社会
で、互助にどこまで頼ることができるの
か、互助がどこまで続くのか不透明さを
感じることも多いです。今回のお話をう
かがい、互助というつながりが自分が
思っているより難しくないのかもしれな
いと少し感じることができました。先は
厳しいのかもしれませんが、少し希望を
感じることができました。貴重な機会を
いただき本当にありがとうございまし
た。　（自治体）

実践事例の長所、課題等、深堀すればする
ほど理解が難しくなります。自分の地域
で、先ず何から始めればよいか検討し、実
践したいと思います。（NPO職員）
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つながる・つなぐ当事者の力で
当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

居場所を失った人への
緊急活動応援助成



赤い羽根 助成事業
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 当事者によるアウトリーチ

■ 概要 ■ 概要

第8回助成事業
「つながりを失った当事者による主体的互助活動を基盤とした

居住支援事業」によって得られた知見

当事者自身が当事者に対してアウトリーチすることで、支援する側とされる側の境界
線が薄れ、親近感がわきやすく、つながるきっかけとなることが多数ありました。やは
り、当事者の訪問活動には、特別な意義と効果があると確信しました。

アウトリーチ対象者の課題解決
アウトリーチの対象者の課題を発見し、当事者が中心となって、地域包括支援センター
や障害者相談支援事業所等につなぎ、サービスの利用が始まり、対象者の課題の解決に
資することとなった事例がいくつも生まれました。

当事者による居場所の運営
居場所でのつながりは、役割を見出し、時には意思決定の基盤になりますが、必ずメン
バーが固定化していきます。そうした「常連」のいる居場所を大切にするとともに、常に
新しい居場所づくりを仕掛けていく必要があると感じました。

当事者によるアウトリーチの強化

第10回助成事業
「つながる・つなぐ当事者の力で
当事者の孤立を防ぐ居住支援事業」

アウトリーチ対象者の方々との「つながり」をさらに深め、より「つながる」を強化。アウ
トリーチ活動等に参加する当事者を中心に「つながる・つなぐミーティング」を定期的
に実施し、情報共有をしました。

 「つながる・つなぐ」スキルアップ講座の開催

主体的に活動する当事者自身の知識を深め、より多くの方に対して、「つなぐ」ことを提
案できるよう、講座の開催を企画しました。また、他団体の活動の視察に行き、学びを得
ることで、自分たちの活動に活かせるという「気づき」を得ることができました。

居場所サロン参加メンバーの固定化の解消にチャレンジ

当事者による訪問や、入居時の支援などを通じて知り合うことができた新しいメン
バーを、積極的に居場所サロン「CoCoDe」に勧誘しました。また、女性の利用者の方々
に声をかけ、女性だけのサロンの開催も試みました。
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①当事者によるアウトリーチ訪問活動

第8回の助成事業に引き続き、一度は住宅確保
が困難な状況に陥ったことのある当事者が、ピ
アサポーターとしてアウトリーチを実施しまし
た。対象者が住む地域を8つに分けて、月に1回、
2人1組で訪問しました。
中々会えないことも多いですが、何度も会えて
いる対象者の中には、「毎月、話をするのが楽し
み」という方が何人もいらっしゃいました。そう
いった方々は家の中まで迎え入れてくれます。
そこまでではなくても、玄関先で顔を合わせて、
体調の良し悪しや、持病や病院の話、趣味の話な
どをするだけでも、訪問しているピアサポー
ターも安心でき、嬉しい気持ちになり、さらに活

動の励みになります。普段ひとりで居ることが
多い高齢者の方は特に喜んでいただけます。ま
た、訪問をきっかけにLINEを交換したり、コ
ミュケーションの幅を広げることで、孤独・孤立
の防止に繋がっていると考えられます。

【 月別訪問件数 】

月

1

2

3

4

5

6

訪問件数 会えた件数

58件

54件

46件

70件

70件

72件

16件

18件

19件

23件

33件

27件

月

7

8

9

10

11

12

訪問件数 会えた件数

69件

73件

72件

87件

80件

72件

29件

31件

33件

36件

31件

27件

■不在時には、チラシをポストに入れます。
　訪問した翌月に、まだチラシが残っていた場合は
　事務局に連絡を入れていただきます。

今年の鹿児島市は平年を大きく上回る猛暑でし
た。高齢者の中には冷房を使用しない方もい
らっしゃって、熱中症が大変心配です。6～9月
は、熱中症対策として、スポーツドリンクや塩タ
ブレットなどを訪問時に手渡しました。訪問し
ているピアサポーターにとっても危険な暑さで
したので、常に水分補給を心がけて活動を続け
ました。
訪問時の報告は各自、スマートフォンで専用
フォームに入力します。事務局の相談員とも共
有し、対象者の生活や体調に大きな変化がない
かを確認します。

月に1回、顔を合わせて少しお話を。 熱中症にご注意！
■共有されたフォーム

2025/02/14　○○  ○○
薬を飲んでいるせいなのかわかりませんが
以前より元気ありません。
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①当事者によるアウトリーチ訪問活動

シェルター③
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訪問で生活状況を知り、つながり
続けたことで福祉サービスへ。

呼吸器不全が重くなり、酸素吸入器をつけてい
ないと息切れがひどく、日常生活（買い物やゴミ
捨て、通院など）において、非常に辛い状況に
陥っている方と、アウトリーチを通じてつなが
ることができました。まだ高齢者ではないから
か、これまではお一人でなんとか頑張ってゴミ
出しや買い物などを行なっており、体調が悪い
日は話すことさえ難しいといった状況でした。
しかし、訪問したピアサポーターが、「ゴミ出し
でも何でも、しんどいことは、遠慮なく言って
よ」とフレンドリーに声をかけ続け、徐々に支援
を受け入れていただけるようになってきました。

事例 ① お互い居住支援を受けた当事者同士であること
をきっかけに、世間話などを重ねて訪問のたび
に人間関係が構築されていった証だと思います。
 
〈段階的に継続する支援〉
Step①：安否確認・ゴミ出し・買い出し
Step②：車での通院支援（月1回）
Step③：ICT機器の設置
Step④：福祉サービスへのつなぎ
Step⑤：ケアマネ・訪問看護・ヘルパーとの連携
Step⑥：保護課担当者との間に入り引越し許可
Step⑦：1階が空いている物件への入居手配

今後もピアサポーターたちの支援はずっと続い
ていきます。　

■自宅にて担当者会議

地域包括支援センターから、
孤立している高齢者の訪問依頼。

ピアサポーターは、65歳以上の高齢者に介護
サービスが必要だと感じた時は、まず地域包括
支援センターに連絡を入れ、手続き等に立ち会
い、介護サービスが始まってからも、キーパーソ
ンとしてつながり続けます。そんなピアサポー
ターの活動が地域包括支援センターで、認知が
広がり、やどかり利用者ではないですが、地域の
孤立している高齢者を月に1度だけでも訪問し
てつながっていただけないかと、依頼がきまし
た。これまでになかったことですが、地域に住ま
う方の役に立てるならと、月1回のアウトリー
チのエリア内であったことからも、承諾して会

事例 ② いに行きました。お話しすると、ご本人はつなが
ることを拒絶することもなく、受け入れていた
だき、訪問が始まりました。認知症が少し進行し
ており、金銭管理ができず食事があまり摂れて
いないようでした。社会福祉協議会の金銭管理
が始まるまでの間、関連団体の活動の、河川敷で
行われる炊き出しに行くなどを提案しました
が、場所がわからないとのことで、ピアサポー
ターが取りに行って届けるということもありま
した。その後、金銭管理が始まり、宅配弁当など
で、ある程度食事を取れるようになりました。あ
る時は訪問時に不在で、ベランダから覗くとカ
セットコンロに火がついたままという危険な状
況もありましたが、ご本人が帰ってきて事なき
を得たということもありました。複数団体によ
る連携した支援が大切だと感じた事例でした。

■連絡を入れて駆けつけた地域包括支援センターの職員
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②「つながる・つなぐ」ミーティング

安否確認LINEグループ「ヒトコエ」
参加者を勧誘。
昨年度から始めた、毎日の安否確認のための
LINEグループに参加していただけそうな利用
者を増やしていこうと、ミーティングで候補者
を挙げ、積極的に勧誘していきました。アウト
リーチを続けてきたことで、利用者の安否確認
の必要性や、LINEを使えるかどうかなどを、理
解しているからこそできた活動だといえます。
LINEを使えない高齢者の方でも、使い方を教え
ながら参加者を増やしていこうと思います。

■グループ数・・・6グループ
■のべ参加人数・・・18名
■実質参加人数・・・15名
■平均年齢・・・53.5歳
■最高齢・・・66歳
（2025年12月末現在）

月の1週目には、8つのエリアの訪問先リストを
もとに、いつ誰がどのエリアをまわるかを確認
し、スケジュールを決めます。
3週目には、前半訪問した先で、気にかけておく
べき対象の方の話や、「初めて家にあげてもらっ
た」などの訪問時の話を共有します。また、新し
く入居支援などをした方で、ピアサポーターに
なってもらってはどうかなども、このミーティ
ングで話し合います。
4月～12月で全15回行いました。ミーティング
が習慣化されてくると、議題も、自由に出し合う
ようになり、さらにはエリアでまわるのではな
く、気にかかておくべき対象者にアポイントを

取って個別で訪問した方がいいのではという意
見も出て、実際に数名は個別で訪問することに
なりました。

月に2回のミーティングで、スケジュール管理と訪問対象者の情報共有。

【 訪問対象件数 】

唐湊エリア1
谷山エリア2
郡元エリア3
鴨池エリア4
三和・真砂エリア5
荒田エリア6
甲突エリア7
武・城西エリア

43件
4件
12件
6件
4件
11件
6件
12件8

合計

98件
うち

個別訪問

7件
■11月4日 第13回 議事録より抜粋

第13回 つながる・つなぐミーティング

①つながる・つなぐスキルアップ講座

12月5日（金）ボランティア講座9:30～11:30
鹿児島市役所本庁本館2F講堂
参加者：○○・○○・○○・○○

12月19日（金）しょうぶ学園 見学
参加者：○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○

②アウトリーチ（訪問）スケジュール

・三和／真砂エリア・・・11月4日（火）○○・○○
・鴨池エリア・・・　　　11月10日（月）○○・○○
・郡元エリア・・・　　　11月6日（木）○○・○○
・唐湊エリア・・・　　　11月18日（火）○○・○○
・甲突エリア・・・　　　11月19日（水）○○・○○
・荒田エリア・・・　　　11月20日（木）○○・○○
・武／城西エリア・・・　11月22日（土）○○・○○

〈個別訪問〉
・○○○○（谷山）・・・11月21日（金）○○・○○
・○○○○・○○○○・○○○○（宇宿）・・・11月25日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○・○○
・○○○○（和田）・・・11月13日（木）○○・○○（通院支援）
・○○○○（谷山）・・・11月29日（土）○○・○○

③個別対応 共有

・○○○○さん　入院中（○○病院）：退院後は週3回透析
・○○○○さん　金銭管理スタート
・〈引越し支援〉 11/7○○○○さん 
　○○ビル → ○○マンション（武2-00-00-101）
・〈引越し支援〉 11/10○○○○さん
　○○シェルター → ○○マンション（武2-00-00-101）
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③「つながる・つなぐ」スキルアップ講座
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葬送支援に関して 株式会社IP-STYLE

つながるあんしん事業でご協力いただいている
株式会社IP-STYLE 立和名壱政氏・北市龍之介
氏による「葬送支援に関して」の講義を受けまし
た。事業参加者が亡くなった時に、その後どう
いった流れで納骨まで至るのか、やどかりプラ
スとしての役割や、なかまとしての役割をご説
明いただきました。これまで、つながるあんしん
事業参加者がお亡くなりになり、お別れ会や火
葬・納骨など、なかまとして送り出した経験のあ
るピアサポーターのメンバーも数名参加し、当
時の思いなどを振り返ったり、自分ごととして
捉えて、今後の活動にどう活かして行くのかを

第1回　2025/8/12

考えさせられました。まだなかまを送り出す経
験をしていないピアサポーターにとっても理解
を深め、必ず訪れる未来をイメージすることが
できたと思います。
講義後は、活発な質疑応答、なかまを送り出す心
境など多く話し合いました。

■資料より一部抜粋

NAGAYA TOWER 視察 株式会社THEM

「ちょっとかわった賃貸住宅」として鹿児島市の
中心に位置する「NAGAYA TOWER」に視察に
うかがいました。その名の通り、昔ながらの長屋
をそのまま縦（タワー）にしたような住人参加型
をコンセプトとした建物です。2階は「みんなの
LDK」と称し、様々なイベントが開催されたり、
作った料理をシェアしておしゃべりを楽しんだ
りできる共有スペースがあり、3階～6階は1人
住まいから2人住まいに対応した4タイプの間
取りで計38世帯が住まう賃貸マンションと
なっています。建物の構造自体も独特で、広い中
庭を囲うようにコの字に玄関ドアが並び、部屋

第2回　2025/8/29

を出た時に全方向の住人と顔を合わせることが
できるようになってりたり、ベランダに仕切り
がなく、いつでもお隣のベランダに行けたりと、
とにかくコミュニケーションを重視した工夫が
なされていました。
そこで共に暮らす方々は、人と人の温かつなが
りをもって、見守りあって暮らしているとのこ
とで、大変共感を持つとともに、どういった見守
り方をしているのか、どういった支援のつなが
りが起きているのかを、興味深くお話をうかが
うことができました。

■お隣と仕切りのないベランダ

■どの部屋からも顔を合わせられる玄関
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③「つながる・つなぐ」スキルアップ講座

やどかりプラスの活動 勉強会 認定NPO法人自立生活サポートセンター・もやい

生活相談・支援事業、入居支援事業、交流事業、広
報・啓発事業と幅広く活動されている認定NPO
法人自立生活サポートセンター・もやいの職員
8名の方々が、視察にいらっしゃいました。ピア
サポーターも参加し、一緒に芝田理事長の講義
を受け、あらためて自分たちが参加する「やどか
りプラス」の活動の意義と価値を学びました。も
やいの職員の方々からのたくさんの質問にピア
サポーターたちは活動に対する想いや、これま
で経験してきたことなど、価値のある意見を発
表しました。普段関わることがない、東京で活動
する団体との意見交換では、自分の言葉で話す

第3回　2025/9/3

ことによって「気づき」が生まれ、他団体の活動
に対する質問を投げかけ、お互いを知ることで
知識を深め、とても学びの多い時間となりまし
た。今回は特に「葬送」についての活動が中心で
したので、勉強会の後、納骨堂の合祀墓の見学に
も行きました。そこでも多くの質疑応答が飛び
交い、貴重な体験ができた一日となりました。
後日、もやいの広報誌で、この日のことが掲載さ
れ、やどかりプラスが展開する従来の家族観に
とらわれない、新しい互助の形について取り上
げられていました。

福祉サービスについて 福祉相談支援センターパラソル

福祉相談支援センターパラソルの代表で相談支
援専門員・社会福祉士・精神保健福祉士の新川昇
一郞氏による「福祉サービスについて」の講義を
受講しました。まったく専門知識のないピアサ
ポーターでも、最低限の制度の知識を得ている
だけで対応が大きく変わり、利用者の方々に
とって、何が必要なのか見極める指標にもなる
ので、とても重要な内容でした。
今回のピアサポーターたちの大きな学びは「つ
なぎ」のポイント。全部の知識を詰め込むのでは
なく「つなぎ先を知っていること」が大切だとい
です。普段から同じ利用者と関わることが多い

第4回　2025/9/10

新川氏の講義ということもあって、具体的に「○
○さんについて」といった事例をもとにした話
題も出て、理解を深めやすい講義となりました。
こうした知識を持っておくことで、病院受診に
同行した際に、病状をご本人と一緒に聞く機会
が多いピアサポーターは、訪問看護などの医療
サービスを受けるために、相談支援専門員につ
なぐことができ、やどかり利用者に多い「障がい
がない高齢者」を自立支援医療を根拠に生活訓
練やヘルパーなどの福祉サービスにつなぐこと
もできるようにもなります。現実的ですぐに活
用できる知識を得ることができました。
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②『コミュニティのしごと』による支援の拡充

鹿児島市みんサポ応援講座 鹿児島市 長寿あんしん相談センター

鹿児島市の地域包括である長寿あんしん相談セ
ンター主催の「みんサポ応援講座」を受講しまし
た。鹿児島市の高齢者及び介護保険の状況や、地
域包括ケアシステムについてなどの講義があ
り、その後「高齢者との接し方」として、身体とこ
ころの老化への理解、認知症の症状とその対応
のポイントなどを学びました。実際、普段から接
している方々を想像しながら、これはと気付か
されることも多々あり、互助が基盤であること
を理解しているピアサポーターは、あらためて
支援する側のプロになる必要はなく、従来の家
族機能の代替となり、専門の方々と一緒にそれ

第5回　2025/12/5

ぞれのサポートを連携して継続していくことが
重要だと思いました。最後に鹿児島市の宮之浦
地区の「宮たすけ隊」という団体の事例発表があ
りました。そこでは地域支援と公民館活性化を
掲げ、通院、買い物、草払いなど地域に根差した
活動により、公民館を中心に顔の見える集落づ
くりに取り組んでいました。やどかりの利用者
たちは他県出身の方が多く、このような地域と
の関わりあいがほぼ無い状態で暮らしていま
す。地域を思う気持ちには差がありますが、コ
ミュニティの中で、生き生き暮らしていくため
のヒントがここにあるように感じました。

しょうぶ学園 見学会 社会福祉法人 太陽会 障害者支援センター SHOBU STYLE

「しょうぶ学園」は1973年の開設から52年とい
う歴史ある施設で、「つくりだすくらし」として
障がい者支援事業の工房しょうぶでは布、木、
土、和紙、絵画造形、食などの工房を多彩なプロ
グラムとして展開されています。「ささえあうく
らし」としての地域生活支援センター、「つなが
りあうくらし」としてギャラリーやショップな
ど、ひと、もの、こころのつながりの輪を広げる
集いの場を提供されています。
どこを見ても驚きと感銘を受けました。
やどかりでは当事者を主体とした活動を展開し
ておりますが、何か新しいことを目指したいと

第6回　2025/12/19

いう意欲が湧いてきて、ピアサポーターの皆さ
んそれぞれの意見が次々と飛び交いました。
一朝一夕では難しいことは理解していますが、
そういったアイデアを形にすることができたら
当事者主体のコミュニティはますます強いつな
がりになっていくのだろうと感じました。
施設の見学の後、質疑応答の時間も設けていた
だき、これまでのお話や、今後の展望などをうか
がったり、驚きと発見の連続で、大変学びの多い
時間をいただきました。
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④居場所サロン「CoCoDe」

毎週火曜日、馴染みのメンバーも、新しい参加者もワイワイ。視察・見学・取材も来てくださいました。
毎週火曜日16:00～18:00まで開かれる居場所
サロン「CoCoDe」。ジュースやお菓子、参加者の
勧誘までも、ピアサポーターを中心に、当事者が
運営しています。参加メンバーの固定化は仕方
がないことと考えておりますが、新規の方への
勧誘を積極的に行ってきたこともあり少しずつ
増えてきました。また、利用者の方を就労継続支
援B型事業所につなぎ、CoCoDeの会場がその
作業場でもあることから、そこに通われている
方も参加いただけるようになったりと、良い循
環が生まれてきております。視察に来られた多
くの方々はこの環境についてや、ピアサポー
ターの活動に強い興味を示されます。

〈 利用者の声 〉
【常連のAさん（66）】
ここに自転車で来ることが運動にもなるし、ス
マホのこととか、わからないことがあっても
CoCoDeに来て若い連中に聞けるのがいい。ワ
イワイしている雰囲気もたまになら疲れない。

【新規参加者のBさん（48）】
シェルター入居時から、ピアサポーターさんが
部屋に来てくれて、引越しも手伝ってもらい、
CoCoDeにも誘われるがままに参加しました。
普段ずっと一人なので、週に1回くらいは人と
話すことが大事だと思い通っています。

【 CoCoDe参加者数 】

月

1

2

3

4

5

6

回数 のべ人数

4回

4回

4回

4回

4回

4回

33人

30人

31人

32人

31人

30人

新規

0人

0人

0人

4人

0人

0人

CoCoDeCoCoDe
みんなの居場所

【ココデ】
Yadokari Community Square

■CoCoDe案内チラシ

月

7

8

9

10

11

12

回数 のべ人数

5回

4回

5回

4回

4回

4回

30人

36人

41人

33人

34人

28人

新規

0人

1人

2人

1人

2人

2人

新規が増え、来なくなる方もおり、人数に大きな変化はないが
メンバーは循環している。
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④居場所サロン「CoCoDe」
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何を作るかあれやこれや、ここから始まる料理会。やっぱり人気はカレーライス。
「今回の料理会は何を作る？」「カレー！」
「チャーハン！」「オムライス！」といった声が居
場所サロン「CoCoDe」で響き始めて、料理会が
開催されます。毎回いつもと違うものを作ろう
という意見が出ますが、結局定番メニューで落
ち着きます。普段のCoCoDeに参加していない
メンバーも料理会だけは来るという方もいらっ
しゃいます。「久しぶり！元気してた？」と会話
を交わし、みんなで料理会を楽しみます。
CoCoDeのコミュニティには欠かせないイベン
トとして定着してきました。年に数回なので、新
規の方や、前に参加していたけど最近見かけな
い人などに、声をかけやすくなります。そうして

つながり続けていく重要な役割を担っていると
いえます。普段から一人で食事を摂ることしか
ないので、料理をする人もそうでない人も、とに
かく集まって人と話しながら食事をするという
ことが、大切だと思います。

【 CoCoDeクッキング参加者数 】

開催日

4/29

7/1

8/27

10/23

12/28

参加人数

16人

13人

8人

10人

21人

メニュー

カレーライス・スープ・サラダ

そうめん・唐揚げ

お好み焼き・ご飯

カレーライス・スープ

そば・唐揚げ

■CoCoDeクッキング 案内チラシ

12/28は年内最後の日曜日ということで人が集まりや
すいタイミングだったのか、これまでで一番多く集まり
ました。唐揚げは鶏肉10kg分！しっかり完食しました。

CoCoDe
クッキング
CoCoDe
クッキング

みんなの居場所

【ココデ】
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⑤つながるあんしん事業

つながるファイルを書く会は、月に2回、2ヶ所で開催。
毎月第2金曜日は10:00～下荒田地区、第4金曜
日は14:00～唐湊地区にて開催しています。2ケ
所開催にして以降、参加メンバーに変化が現れ、
結果的に参加者が増えることになりました。
40代、50代のピアサポーターはなかまを失った
経験があることから、特に意識が高まり、積極的
に参加するようになりました。
また、やどかりの利用者ではない方にも、興味を
持っていただき、事業の概要を聞くために参加
いただきました。今後、互助ベースの支えあいが
いろんなところで始まることが期待できます。
そして、この1年で2人のなかまを送り出しまし
た。入退院を繰り返しながら終末期になって、昔

別れた娘さんと再会することができ、遺骨も遺
族に引き渡されました。ご本人も喜んでいると
思い、笑顔で送り出すことができました。もう一
人の方は長期入院で、そのまま病院で逝去され、
お別れ会の後、合祀墓へと納骨されました。

⑥女性サロン・高齢者サロン

初の女性サロンを開催。 高齢者の会食とともに。
なかなか集めることができなかった女性サロン
を開催しました。やどかり利用者の女性32人に
チラシを配ったとこ
ろ、3人の方が参加さ
れました。美味しい
チョコレートとお茶
の話から始まり、自己
紹介をしました。25歳
から73歳と幅広い世
代間でしたがアニメ
の話で意気投合し、盛
り上がりました。

高齢者サロンを企画しても、なかなか集まって
いただけず、どうにかしないとと考えていまし
たが、65歳以上の方限定で、集まってお弁当を
食べる「愛のふれあい会食」という鹿児島市の事
業に、ボランティア枠で参加させていただきま
した。いろんなお話をしながら、昼食とその後の
お茶の時間をともにしました。月に1回しか顔
を合わせませんが、慣れてくると何でも相談し
てくれるようになってきて、少しずつ関係性が
構築されてきたように感じます。もっとたくさ
んの方に参加していただけるよう、協力団体と
も連携していけたら、皆さんにとって良いコ
ミュニティにしていけると感じました。



Ⅰ　経常収入の部
1 会費収入

令和7年度正会員（30名1団体） 165,000
令和7年度賛助会費（16名 0団体） 32,000

197,000
2 事業収入

地域ふくし連帯保証事業（新規38名、更新212名） 3,945,000
助成金等収入（連帯保証事業） 1,053,880
助成金等収入（みんなが安心住まいサポート） 2,319,306
助成金等収入（鹿児島市居住支援） 3,800,000
助成金等収入（国交省居住支援協議会活動支援） 3,933,686
助成金等収入（赤い羽根） 2,698,108
助成金等収入（ＷＡＭ） 7,119,595
つながる安心事業収入 457,512
受託事業収益 536,000
雑収入（連帯保証事業） 892,385
雑収入（毎日社会福祉表彰） 1,000,000
出向負担金収入 2,727,879
居住家賃他収入 1,122,813

31,606,164
3 寄付収入

寄付金 520,019 520,019
経常収入合計 32,323,183

Ⅱ　経常支出の部
1 事業費

１） 住まい確保にかかる支援事業
地域ふくし連帯保証事業 5,680,415
つながる安心事業 21,912
居住サポート住宅業務 3,221,725
鹿児島市居住生活支援 3,800,000
居住支援協議会活動 3,933,686
赤い羽根 2,698,108
ＷＡＭ 7,159,648

26,515,494
26,515,494

1 管理費
福利厚生費 3,042
研修費 66,000
荷造運賃発送費 650
交際費 52,130
旅費交通費 19,039
通信費 331,487
消耗品費 57,151
事務局費 140,656
水道光熱費 143,242
諸会費 70,700
支払手数料 95,785
リース料 398,339
保険料 106,810
支払報酬 962,720
地代家賃 1,697,877
賃借料 2,590
租税公課 69,250
雑費 16,210

4,233,678 4,233,678
経常支出合計 30,749,172

Ⅲ　その他収入の部
受取利息 12,349
その他収入合計 12,349

Ⅳ　その他支出合計
支払利息 91,935
その他支出合計 91,935
当期収支差額 1,494,425
法人税住民税及び事業税 71,000
前期繰越収支差額 11,531,371
次期繰越収支差額 12,954,796

特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

自令和7年4月1日至令和8年3月31日
特定非営利活動法人やどかりサポートプラス

科目 金額



勘定科⽬ <家賃債務保証業務> <つながる残置物撤去等業務> <居住サポート住宅業務> <⼩計> <⿅児島市居住⽀援協議会> <居住⽀援事業補助⾦> <⾮営利⼀般> <⼩計> <中計> <⾚い⽻根> <WAM>
Ⅰ 経常収益 [売上⾼] 0

1 受取会費 個⼈正会員会費 0 0 0 0 0 0 150,000 150,000 150,000 150,000
団体正会員会費 0 0 0 0 0 0 15,000 15,000 15,000 15,000
個⼈賛助会費 0 0 0 0 0 0 12,000 12,000 12,000 12,000
団体賛会員会費 0 0 0 0 0 0 20,000 20,000 20,000 20,000

2 受取寄付⾦ 受取寄付⾦ 0 0 0 0 0 0 520,019 520,019 520,019 520,019
3 受取助成⾦等 受取補助⾦ 1,053,880 0 2,319,306 3,373,186 3,800,000 3,933,686 0 7,733,686 11,106,872 2,698,108 7,119,595 20,924,575
4 事業収益 住い確保新規 760,000 0 0 760,000 0 0 0 0 760,000 760,000

住い確保更新 3,185,000 0 0 3,185,000 0 0 0 0 3,185,000 3,185,000
つながるあんしん事業収⼊ 457,512 0 457,512 0 0 0 0 457,512 457,512
受託事業収益 536,000 0 0 536,000 0 0 0 0 536,000 536,000
雑収⼊ 892,385 0 0 892,385 0 0 1,000,000 1,000,000 1,892,385 1,892,385
出向負担⾦収⼊ 2,727,879 0 0 2,727,879 0 0 0 0 2,727,879 2,727,879
居住⽤家賃収⼊ 0 0 1,062,013 1,062,013 0 0 0 0 1,062,013 1,062,013
家賃その他収⼊ 0 0 60,800 60,800 0 0 0 0 60,800 60,800
経常収益合計 9,155,144 457,512 3,442,119 13,054,775 3,800,000 3,933,686 1,717,019 9,450,705 22,505,480 2,698,108 7,119,595 32,323,183

Ⅱ 1 経常費⽤ [事業費] 0
① ⼈件費 [製]給料⼿当 2,239,443 0 1,254,525 3,493,968 3,692,358 3,933,686 7,626,044 11,120,012 2,018,550 3,827,037 16,965,599

[製]賞与 368,000 0 0 368,000 0 368,000 368,000
[製]法定福利費 1,586,035 0 143,325 1,729,360 0 1,729,360 1,729,360
労務費合計 4,193,478 0 1,397,850 5,591,328 3,692,358 3,933,686 0 7,626,044 13,217,372 2,018,550 3,827,037 19,062,959

② その他経費 [製]会議費 14,750 0 0 14,750 0 14,750 14,750
[製]旅費交通費 19,210 0 0 19,210 40,596 40,596 59,806 75,590 579,131 714,527
[製]通信費 2,260 0 0 2,260 1,267 1,267 3,527 156,879 160,406
[製]消耗品費 9,501 0 321,456 330,957 15,779 15,779 346,736 176,768 216,480 739,984
[製]委託費 0 0 0 200,000 200,000
[製]光熱⽔費 0 0 0 234,141 234,141
[製]保険料 0 0 0 27,930 27,930
[製]租税公課 13,460 0 0 13,460 0 13,460 13,460
[製]⽀払⼿数料 53,790 21,912 1,089 76,791 0 76,791 9,900 86,691
[製]不動産管理料 0 0 113,200 113,200 0 113,200 113,200
[製]広告宣伝費 705,895 0 0 705,895 0 705,895 705,895
[製]謝⾦ 212,500 0 400,000 612,500 50,000 50,000 662,500 49,800 260,700 973,000
[製]求償権償却 439,405 439,405 0 439,405 439,405
[製]借料損料 5,800 0 0 5,800 0 5,800 324,000 26,380 356,180
[製]地代家賃 0 0 780,000 780,000 0 780,000 1,602,612 2,382,612
[製]印刷製本費 9,756 0 208,130 217,886 0 217,886 43,500 8,888 270,274
[製]雑費 610 0 0 610 0 610 19,470 20,080
その他の費⽤合計 1,486,937 21,912 1,823,875 3,332,724 107,642 0 0 107,642 3,440,366 679,558 3,332,611 7,452,535
事業費合計 5,680,415 21,912 3,221,725 8,924,052 3,800,000 3,933,686 0 7,733,686 16,657,738 2,698,108 7,159,648 26,515,494
当期粗利益額 3,474,729 435,600 220,394 4,130,723 0 0 1,717,019 1,717,019 5,847,742 0 -40,053 5,807,689

2 管理費 [管理費] 0
① その他経費 福利厚⽣費 3,042 0 0 3,042 0 0 0 0 3,042 3,042

研修費 66,000 0 0 66,000 0 0 0 0 66,000 66,000
荷造運賃発送費 650 0 0 650 0 0 0 0 650 650
交際費 52,130 0 0 52,130 0 0 0 0 52,130 52,130
旅費交通費 18,939 0 0 18,939 0 0 100 100 19,039 19,039
通信費 326,757 0 0 326,757 0 0 4,730 4,730 331,487 331,487
消耗品費 57,151 0 0 57,151 0 0 0 0 57,151 57,151
事務局費 140,656 0 0 140,656 0 0 0 0 140,656 140,656
⽔道光熱費 143,242 0 0 143,242 0 0 0 0 143,242 143,242
諸会費 70,700 0 0 70,700 0 0 0 0 70,700 70,700
⽀払⼿数料 95,785 0 0 95,785 0 0 0 0 95,785 95,785
リース料 398,339 0 0 398,339 0 0 0 0 398,339 398,339
保険料 106,810 0 0 106,810 0 0 0 0 106,810 106,810
⽀払報酬 962,720 0 0 962,720 0 0 0 0 962,720 962,720
地代家賃 1,697,877 0 0 1,697,877 0 0 0 0 1,697,877 1,697,877
賃借料 2,590 0 0 2,590 0 0 0 0 2,590 2,590
租税公課 69,250 0 0 69,250 0 0 0 0 69,250 69,250
雑費 16,210 0 0 16,210 0 0 0 0 16,210 16,210
管理費計 4,228,848 0 0 4,228,848 0 0 4,830 4,830 4,233,678 0 0 4,233,678
当期営業増減額 -754,119 435,600 220,394 -98,125 0 0 1,712,189 1,712,189 1,614,064 0 -40,053 1,574,011

Ⅲ [経常外収益] 0
受取利息 10,549 0 0 10,549 0 0 917 917 11,466 883 0 12,349
経常外収益合計 10,549 0 0 10,549 0 0 917 917 11,466 883 0 12,349

Ⅳ [経常外費⽤] 0
⽀払利息 91,935 0 0 91,935 0 0 0 0 91,935 0 0 91,935
経常外費⽤合計 91,935 0 0 91,935 0 0 0 0 91,935 0 0 91,935
当期経常増減額 -835,505 435,600 220,394 -179,511 0 0 1,713,106 1,713,106 1,533,595 883 -40,053 1,494,425
[当期純損益] 0
税引前当期正味財産増減額 -835,505 435,600 220,394 -179,511 0 0 1,713,106 1,713,106 1,533,595 883 -40,053 1,494,425
法⼈税住⺠税等 71,000 0 0 71,000 0 0 0 0 71,000 0 0 71,000
当期正味財産増減額 -906,505 435,600 220,394 -250,511 0 0 1,713,106 1,713,106 1,462,595 883 -40,053 1,423,425
前期繰越正味財産額 3,058,788 8,472,583 11,531,371 11,531,371
次期繰越正味財産額 -906,505 435,600 220,394 2,808,277 0 0 1,713,106 10,185,689 12,993,966 883 -40,053 12,954,796

活動計算書
令和7年4⽉1⽇から令和8年3⽉31⽇まで

特定⾮営利事業 <総計>



1 流動資産
現金（連帯保証事業） 242,106
現金（赤い羽根） 233,934
現金（ＷＡＭ） 83,157
鹿児島銀行天神馬場支店1051772 782,555
鹿児島銀行荒田支店3045356 5,705,829
鹿児島銀行鴨池支店3440978 102,278
鹿児島銀行鴨池支店3430656（ＷＡＭ） 153,512
鹿児島銀行西田支店3018291 301,455
郵便局01790-1-66996 204,600
鹿児島銀行真砂支店3050433 440,239
鹿児島銀行唐湊支店3041751 6,967
鹿児島銀行宇宿支店3062555（ＷＡＭ） 500,000
鹿児島銀行高見馬場支店3081811（赤い羽根） 2,443,567
鹿児島銀行本店3219047 848,388
利用料未収金 1,296,000
求償権未収金 4,306,017
つながる事業未収金 31,856
預り敷金未収金 658,530
立替金（連帯保証事業） 119,230
未収入金（鹿児島市居住活動支援他） 3,889,263
未収入金（ＷＡＭ） 216,595
予納金（連帯保証事業） 505,075
前払費用（居住サポート住宅４月５月家賃） 780,000
前払費用（赤い羽根） 170,963
流動資産合計 24,022,116
2 固定資産
敷金 410,800
固定資産合計 410,800
資産合計 24,432,916

1 流動負債
短期借入金（鹿児島銀行） 3,000,000
未払金（3月分給与） 1,391,830
未払金（ＷＡＭ3月分給与） 35,348
預り敷金（連帯保証事業） 4,221,600
預り金（所得税・住民税・社会保険） 327,613
つながる安心預り金 120,000
居住サポート住宅預り金 410,800
前受金（赤い羽根） 1,970,929
流動負債合計 11,478,120
2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 11,478,120
正味財産 12,954,796
負債正味財産合計 24,432,916

上記のとおり相違ありません。

鹿児島市下荒田4-30-5プレジデント下荒田403号
特定非営利活動法人やどかりプラス
理事長　芝田　淳

Ⅰ　　資産の部

Ⅱ　　負債の部

令和8年3月31日

特定非営利活動に係る事業会計財産目録
令和8年3月31日現在

特定非営利活動法人やどかりプラス
科目 金額（円）



科　　　　　目 科　　　　　目

資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 流動負債

現金 559,197 短期借入金 3,000,000 ⑨

普通預金 11,489,390 未払金 1,427,178 ⑩

利用料未収金 1,296,000 ① 預り敷金 4,221,600 ⑪

求償権未収金 4,306,017 ② 預り金 327,613 ⑫

つながる事業未収金 31,856 ③ つながる安心預り金 120,000 ⑬

預り敷金未収金 658,530 ④ 居住サポート住宅預り敷金 410,800 ⑭

立替金 119,230 ⑤ 前受金 1,970,929 ⑮

未収入金 4,105,858 ⑥

予納金 505,075 ⑦

前払費用 950,963 ⑧

流動資産合計 24,022,116 流動負債合計 11,478,120

固定資産 固定負債 0

敷金 410,800 固定負債合計 0

固定資産合計 410,800 正味財産の部

前期繰越正味財産 13,205,307

当期正味財産増減額 -250,511

正味財産合計 12,954,796

資産の部合計 24,432,916 負債正味財産の部合計 24,432,916

特定非営利活動に係る事業の貸借対照表

令和8年3月31日

特定非営利活動法人やどかりプラス

金額（円） 金額（円）



求償権未収金

2025年3⽉31⽇ 期中発⽣ 期中回収 償却 2026年3⽉31⽇
100,000 100,330 10,000 190,330
129,800 93,435 0 223,235
123,460 0 0 123,460 0
44,000 0 0 44,000 0
199,684 0 0 199,684
33,500 11,495 44,995 0
95,090 0 5,000 90,090
158,000 1,660,990 3,000 1,815,990
80,000 80,600 0 160,600
101,600 0 0 101,600
17,148 0 0 17,148
156,000 0 0 156,000 0
30,600 0 0 30,600 0
136,600 165 0 136,765
375,000 0 475,000 -100,000
132,800 0 0 132,800
86,400 59,780 0 146,180

0 186,562 186,562 0
0 507,345 434,000 73,345 0

110,000 0 40,000 70,000
0 0 0 0
0 104,965 0 104,965
0 163,677 50,000 113,677
0 171,200 64,200 107,000
0 63,190 30,000 33,190
0 330,165 362,835 -32,670
0 879,365 500,000 379,365
0 6,665 0 6,665
0 6,000 0 6,000 0
0 6,000 0 6,000 0
0 89,249 41,371 47,878
0 216,365 0 216,365
0 35,600 0 35,600
0 450,000 450,000 0
0 109,560 0 109,560

2,109,682 5,332,703 2,696,963 439,405 4,306,017

※2025年度中の実質の損失は期中発⽣額-期中回収額
5,332,703 2,696,963 = 2,635,740



利用料未収金

2025年3⽉31⽇ 期中発⽣ 期中回収 償却 2026年3⽉31⽇
20,000 0 0 0 20,000
20,000 20,000 0 0 40,000
10,000 0 0 0 10,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 0 10,000 0 0
10,000 0 11,000 0 -1,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 20,000 30,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 20,000 20,000 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 0 0 0 10,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 10,000 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 20,000 30,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
10,000 10,000 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
10,000 0 10,000 0 0
10,000 20,000 10,000 0 20,000
10,000 20,000 10,000 0 20,000
10,000 0 10,000 0 0
10,000 0 10,000 0 0
10,000 0 10,000 0 0
10,000 0 0 0 10,000
10,000 20,000 10,000 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0
20,000 0 0 0 20,000
20,000 0 20,000 0 0

0 20,000 20,000 0 0
0 0 0 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0



0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 40,000 40,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0



0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 4,000 0 16,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 10,000 0 10,000
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 3,000 0 17,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 5,000 5,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 0 0 10,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 0 0 0 0
0 10,000 0 0 10,000
0 20,000 0 0 20,000
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 30,000 30,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 6,000 0 14,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 0 0 10,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 0 0 0 0



0 20,000 0 0 20,000
0 40,000 10,000 0 30,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 40,000 20,000 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 0 0 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 0 0 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 20,000 0 0
0 0 20,000 0 -20,000
0 10,000 10,000 0 0
0 10,000 10,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 20,000 0 0
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 10,000 0 0 10,000



0 20,000 0 0 20,000
0 10,000 0 0 10,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 20,000 0 0 20,000
0 10,000 0 0 10,000

980,000 4,075,000 3,759,000 0 1,296,000
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地域居住支援体制整備

Yadokari Plus Activity Plan 2026 02

2025年1月に設立された居住支援協議会の事務局を鹿児島市
建設局建築部住宅課と共同で担い、相談窓口を担当している。

■ 事業概要

　鹿児島市居住支援協議会

鹿児島県居住支援協議会の相談窓口を担当し、鹿児島県全域
において居住に関する相談に応じている。
件数の報告：鹿児島市以外の相談

　鹿児島県居住支援協議会

1.民間住宅においては、地域ふくし連帯保証を提供していく。
　連帯保証人の承継は行わない。
2.地域ふくし連帯保証においては、公営住宅に対する保証の
　提供を令和8年3月31日で中止とした。すでに連帯保証して
　いる利用者については、各市町村と連携し、連帯保証人の解
　除を目指していく。

　居住支援法人

住宅確保要配慮者のスムーズな入居の実現

長期目標（鹿児島市居住支援協議会・鹿児島県居住支援協議会・居住支援法人共通）

◆特に複数世帯や、困難な事情を抱える住宅確保要配慮者（生
　活困窮、離婚協議中など）の入居解決
◆鹿児島市居住支援協議会の枠組みを通じた体制構築

単年度目標

連 携 強 化： 不動産事業者への個別訪問・協議を強化し、連
携可能な不動産業者を地道に開拓・拡大する。

フロー構築： 複数世帯への支援を含めた「居住支援フロー
図」の作成。

研修・周知： 住支援研修や全国サミットへの積極的な参加
による専門性の向上。

制 度 活 用： 住居確保給付金等の制度調査と活用。

今年度の行動



地域居住支援体制整備

役割の転換： 「保証人」の提供から「つながり」の提供へ.。

具体的施策： 入居者同士の見守り合い（孤独死ゼロアク
ション）の実施。
集会所を活用した「支えあうサロン」の開催。

緊急連絡先： やどかりが緊急連絡先となることの役割を再
定義（原則として支援者が担う仕組みを模索）

公営住宅における対応方針

新規申込みは「週1回以上の見守りがあ
る支援者付き」の状態にある人に限定。

連帯保証の適正化：

◆サブリース・管理物件・居住サポート
　住宅の審査簡素化（報告制への移行）
◆利用料減免申請における理事会決議
　の不要化

事 務 の 効 率 化：

オンライン申込体制の構築D X 推 進 ：

組織運営と効率化（変質・縮小・効率化）

Yadokari Plus Activity Plan 2026 03
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みよるネットワーク事業

■ 事業概要

身寄りのない方が身寄りがないことで困らないよう、つなが
る・知りあう・支えあう、つまり「身寄る」ことができる当事者
コミュニティと、そのコミュニティを下支えする支援者/事業
者・行政が参加する全国規模のプラットフォーム「みよるネッ
トワーク」を構築し、各地における実践について情報交換・共
有を行い、ともに身寄り問題の解決を目指す事業。

Yadokari Plus Activity Plan 2026 05

Mi-Yo-Ru network



みよるネットワーク事業

■ 事業概要

Yadokari Plus Activity Plan 2026 06

・身元保証人・身元引受人がいない
・医療行為への意思表示が困難
・孤独死のリスクが高い

【緊急時・医療・介護】

個人が抱える問題

・財産管理・金銭管理が困難
・各種契約ができない

【判断能力の低下】

・死後の手続きを担う人がいない
・財産の承継先がない

【死   後】

【 互助コミュニティ 】
身寄る！

課題の解決！

情報共有
交流会

勉強会など
行政、社協、企業、NPO法人等の

支援団体・個人

事例紹介・研究成果などを
全国のコミュニティに
情報発信し、活性化！

Mi-Yo-Ru network



みよるネットワーク事業

■ 事業概要

Yadokari Plus Activity Plan 2026 07

参加対象者

「身寄る」人 「身寄り」がいても、いなくても、日常生活、入退院時や死亡時などに
不安がある方は誰でも参加OK。

「身寄る」を
支える団体

互助会を支える団体どうしでの事例・情報交換や、
説明会・勉強会に参加し、自団体の活動に活用してください。

「身寄る」を
支援する人

身寄りのない方の支援に迷われている方、互助会作りや
イベント開催に関してなど、何でもご相談いただけます。
※市民後見人・民生委員・福祉専門職・法律専門職など



みよるネットワーク事業

■ 事業概要
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googleチャットスペースへの参加

Mi-Yo-Ru network

①HPのフォームより
　お申し込み

②メールでやりとり
　必要であればオンライン面談

③googleチャット
　スペースへ招待

みよるネ／賛同団体・賛同者
チャットスペース

みよるネ／身寄る人
チャットスペース

「身寄る」人

「身寄る」人

「身寄る」を
支える団体

「身寄る」を
支援する人

「身寄る」を
支える団体

「身寄る」を
支援する人



みよるネットワーク事業
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◆Webサイトの構築と広報活動により互助会設立の必要性・ 
　重要性を発信し、当事者・支援者/事業者・行政を集める。
◆会員管理・スケジュール管理・システム管理・運営ルール等
　バッグラウンドの体制を固める。

◆上半期：広報活動に重点をおき、認知度向上を図り、当事者・
　　　　  支援者/事業者・行政を集める。
◆下半期：集まった当事者・支援者/事業者・行政と運営委員会
　　　　  を設立し、情報交換・共有を図る。

今年度の行動

年間スケジュール

寄付：プロジェクトページの立ち上げとチラシ作成、寄付促進
　　 （KPI：1,000,000円）

資金調達

長期目標（鹿児島市居住支援協議会・鹿児島県居住支援協議会・居住支援法人共通）

プラットフォームとしての役割を果たせる基盤づくりを遂行
する。会員管理・コミュニケーション管理・ルール作り・会計管
理・運営委員会立ち上げ準備等

◆身寄り問題を誰もが自分ごととして捉えることができる社 
　会の実現。
◆全国の身寄る互助会のメンバーとその支援者・事業者・行政
　がサイト上で活発に情報交換・共有がされるようにする。

短期目標

・身寄る当事者を集める。（KPI：100人）
・支援者/事業者・行政を集める。（KPI：30人・団体参加）
・互助コミュニティの設立を支援する。（KPI：10団体設立）

単年度目標
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つながるあんしん事業

03



地域居住支援体制整備
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当事者どうしの互助を基盤としつつ、NPO法人がこれを補完
することで、『身寄り』のない人が、『身寄り』がなくても困るこ
となく安心して生活することができるようにする事業

■ 事業概要
長期目標

◆既存のつながるあんしん事業について
　つながるあんしん事業参加者のみでは互助の活性化が難し
　いので、つながるあんしん事業参加者とやどかりライフ参
　加者の総体で一つのコミュニティであるとしてとらえ、つ
　ながるあんしん事業参加者とやどかりライフ参加者の交流
　を図り、全体で支えあい助けあいを成立させていく
◆新規のつながるあんしん事業について
　これまでの経験を活かし、新たなコミュニティの成立を目
　指す。

◆社会が、制度や契約ではなく、互助を基盤とする『身寄り』問
　題の解決が必要であると認識し、つながるあんしん事業の
　ような事業が主流となること
◆鹿児島県社会福祉協議会、鹿児島県司法書士会と連携し、国
　が推進している「新事業」として展開することを含め、事業
　として持続継続可能なものとすること

短期目標
参加者

互 助

ファイルを
託す

ファイルを
託す

ファイルを
託す

参加者 参加者 参加者

互 助

互助では不足する部分を補うために「契約」を使う

互 助

NPO法人 やどかりプラス



地域居住支援体制整備

単年度目標
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◆既存のつながるあんしん事業について
　・やどかりライフ参加者におけるつながるあんしん事業参
　  加者を増やす
　・やどかりライフ参加者とつながるあんしん事業参加者の
　  交流を増やす
　・KPI：参加者数40名

◆新規のつながるあんしん事業について
　・これまでの経験を活かし、新規のコミュニティづくりに挑
　  戦する
　・KPI：コミュニティ数：１コミュニティ、参加者数：8人

◆新たな料金体系
　・地域ふくし連帯保証利用者・やどかりの物件に住んでいる
　  人の特別価格を設定（＝現在の料金）
　・その他の人に対して新料金

今年度の行動

①つながるファイルを書く会・語る会（赤い羽根）
②谷山におけつつながるファイルを書く会・語る会（赤い羽根）
③つながるあんしん事業参加者の集い（赤い羽根）
　やどかりライフ参加者にも参加してもらう
④（名称未決定）おひとり様女性の会

年間スケジュール

①つながるファイルを書く会・語る会
　月2回実施を継続（赤い羽根）
②谷山におけつつながるファイルを書く会・語る会
　隔月実施（赤い羽根）
③つながるあんしん事業参加者の集い
　秋の彼岸（赤い羽根）
　遺影の写真を撮る会（赤い羽根）
④（名称未決定）おひとり様女性の会
　月1回実施　第1回  4/14 ・ 第2回  5/29 ・ 第3回  6/22



居住サポート住宅
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居住サポート住宅
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長期目標

目標戸数100戸を目指す。 

単年度目標

管理物件のやどかり利用者居住の居室44戸追加で認定を受け
る。（計54戸）専用住宅3戸。
みんなが安心して住まいを提供できる環境整備モデル事業を
獲得し、8戸以上の登録を目指す。当該新規居住サポート住宅
については，新規のサブリース物件を獲得することを目指す。

不動産事業のスケール

◆地域包括支援センターからの相談を受けれる体制を整備。
◆やどかり利用者の転居促進
◆サブリースの仕入れ
◆若者支援（つむぐテラスかごしまさんとの連携）
◆安価なアパートの購入

改正住宅セーフティネット法に基づく居住サポート住宅を当
法人のサブリースまたは自己所有により実施する。
実施にあたっては，コミュニティ・アプローチに基づく「参加
型居住サポート住宅」として実施する。

■ 事業概要



まちづくり推進

まちづくり推進

鹿児島市皇徳寺台エリアにおいて、高齢者、障がい者、および住
宅確保困難者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよ
う、「住まいの確保」と「孤立防止」を一体的に実現し、空き家の利
活用提案や、地域課題を吸い上げるアウトリーチ活動を実施し、
従前の住民とも一体となったまちづくりを実現する。

長期目標
まちづくり

短期目標
地域ニーズの把握と解決

単年度目標

県営住宅の目的外使用を用いて住宅確保要配慮者の入居
5名

今年度の行動

県と協議を重ね、年度後半には、入居を開始し、皇徳寺台に住
まい始めた住宅確保要配慮者等が、既存のピアサポーター等
とともに地域課題を把握するための活動を開始する。

年間スケジュール

4月～8月　県との協議
9月以降　入居開始
1月～3月　アウトリーチ活動

■ 事業概要
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障害者グループホーム

障害者グループホーム

居住支援事業と連携し、当事者主体の居住支援を実現し、法人の
収益改善にも寄与する形で参加型の障害者グループホームを運
営する。

短期目標
収益がでやすい戸数の運営

単年度目標
障害者グループホームの開

長期目標

当事者が主体的につながる・知りあう・支えあうことのできる障
害者グループホームの運営が当法人の収益事業として確立する

今年度の行動

リーバルホールディングス株式会社・CONKA株式会社の協
力を得て、体制整備、物件検討、雇用（出向）等を経て、今年度中
にグループホームを開始する。

年間スケジュール

4～6月　リーバルホールディングス株式会社・CONKA株式
　　　　 との協議
7～9月　体制整備、物件検討

■ 事業概要
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助成事業
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地域居住支援体制整備
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『コミュニティに根差した自立』まで
つながるシェルター運営事業
当事者主体の無料シェルターを運営し、住居だけでなくコミュニ
ティとのつながりを得られるようします。さらに『コミュニティのし
ごと』を分担・共有することで地域社会での役割を得て、住まいとい
う基盤とつながりという土台の上で『しごと』を得る『コミュニティ
に根差した自立』を当事者の力とコミュニティの働きによって実現
する事業です。

無料シェルターの運営

シンポジウムの開催

『コミュニティのしごと』説明会・勉強会

シェルターから葬送まで
つながり続けるコミュニティによる支援

『コミュニティに根差した自立』の実現に
資する『コミュニティのしごと』のモデル開発

当事者主体の社会的孤立を防ぐための
包括的居住支援事業
当事者主体のアウトリーチ活動や居場所サロンの運営などを
継続して行います。前年度から、アウトリーチ活動に参加する
当事者の支援の幅と数が明らかに増加ししました。つながっ
ている人とはさらに継続的に、つながっていない人には新た
なつながりを形成できるようにします。
「居場所サロンCoCoDe」の開催場所を地域を変えて開催し、
高齢や病気などで移動が困難な方でも来やすい公民館などを
使用して開催します。

当事者によるアウトリーチ事業

「身寄る！ミーティング」実施

他団体におけるコミュニティ見学会

当事者主体による居場所「CoCoDe」の運営

居場所を失った人への
緊急活動応援助成



勘定科⽬ <家賃債務保証業務> <つながる残置物撤去等業務> <居住サポート住宅業務> <⼩計> <⿅児島市居住⽀援協議会> <居住⽀援事業補助⾦> <⾮営利⼀般> <⼩計> <中計> <⾚い⽻根> <WAM>
Ⅰ 経常収益 [売上⾼] 0

1 受取会費 個⼈正会員会費 0 0 0 0 0 0 150,000 150,000 150,000 150,000
団体正会員会費 0 0 0 0 0 0 15,000 15,000 15,000 15,000
個⼈賛助会費 0 0 0 0 0 0 12,000 12,000 12,000 12,000
団体賛会員会費 0 0 0 0 0 0 20,000 20,000 20,000 20,000

2 受取寄付⾦ 受取寄付⾦ 0 0 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000
3 受取助成⾦等 受取補助⾦ 1,050,000 0 2,320,000 3,370,000 3,800,000 3,930,000 0 7,730,000 11,100,000 2,960,000 7,000,000 21,060,000
4 事業収益 住い確保新規 700,000 0 0 700,000 0 0 0 0 700,000 700,000

住い確保更新 3,200,000 0 0 3,200,000 0 0 0 0 3,200,000 3,200,000
つながるあんしん事業収⼊ 500,000 0 500,000 0 0 0 0 500,000 500,000
受託事業収益 800,000 0 0 800,000 0 0 0 0 800,000 800,000
雑収⼊ 900,000 0 0 900,000 0 0 0 0 900,000 900,000
出向負担⾦収⼊ 2,730,000 0 0 2,730,000 0 0 0 0 2,730,000 2,730,000
居住⽤家賃収⼊ 0 0 5,241,600 5,241,600 0 0 0 0 5,241,600 5,241,600
家賃その他収⼊ 0 0 468,000 468,000 0 0 0 0 468,000 468,000
経常収益合計 9,380,000 500,000 8,029,600 17,909,600 3,800,000 3,930,000 2,197,000 9,927,000 27,836,600 2,960,000 7,000,000 37,796,600

Ⅱ 1 経常費⽤ [事業費] 0
① ⼈件費 [製]給料⼿当 3,574,620 0 1,424,000 4,998,620 3,693,000 3,930,000 7,623,000 12,621,620 2,184,000 4,194,380 19,000,000

[製]賞与 600,000 0 0 600,000 0 600,000 600,000
[製]法定福利費 1,793,000 0 162,000 1,955,000 0 1,955,000 1,955,000
労務費合計 5,967,620 0 1,586,000 7,553,620 3,693,000 3,930,000 0 7,623,000 15,176,620 2,184,000 4,194,380 21,555,000

② その他経費 [製]会議費 15,000 0 0 15,000 0 15,000 15,000
[製]旅費交通費 20,000 0 0 20,000 40,000 40,000 60,000 86,400 290,000 436,400
[製]通信費 2,000 0 0 2,000 1,000 1,000 3,000 112,000 115,000
[製]消耗品費 10,000 0 320,000 330,000 16,000 16,000 346,000 233,600 83,520 663,120
[製]委託費 0 0 0 230,000 230,000
[製]光熱⽔費 0 0 0 252,000 252,000
[製]保険料 0 0 0 27,000 27,000
[製]租税公課 13,000 0 0 13,000 0 13,000 13,000
[製]⽀払⼿数料 54,000 22,000 1,000 77,000 0 77,000 0 19,800 96,800
[製]不動産管理料 0 0 113,000 113,000 0 113,000 113,000
[製]広告宣伝費 100,000 0 0 100,000 0 100,000 100,000
[製]謝⾦ 210,000 0 400,000 610,000 50,000 50,000 660,000 60,000 441,300 1,161,300
[製]求償権償却 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000 1,000,000
[製]借料損料 6,000 0 0 6,000 0 6,000 396,000 60,000 462,000
[製]地代家賃 0 0 4,680,000 4,680,000 0 4,680,000 1,260,000 5,940,000
[製]印刷製本費 10,000 0 208,000 218,000 0 218,000 0 30,000 248,000
[製]雑費 1,000 0 0 1,000 0 1,000 0 1,000
その他の費⽤合計 1,441,000 22,000 5,722,000 7,185,000 107,000 0 0 107,000 7,292,000 776,000 2,805,620 10,873,620
事業費合計 7,408,620 22,000 7,308,000 14,738,620 3,800,000 3,930,000 0 7,730,000 22,468,620 2,960,000 7,000,000 32,428,620
当期粗利益額 1,971,380 478,000 721,600 3,170,980 0 0 2,197,000 2,197,000 5,367,980 0 0 5,367,980

2 管理費 [管理費] 0
① その他経費 福利厚⽣費 3,000 0 0 3,000 0 0 0 0 3,000 3,000

研修費 66,000 0 0 66,000 0 0 0 0 66,000 66,000
荷造運賃発送費 1,000 0 0 1,000 0 0 0 0 1,000 1,000
交際費 52,000 0 0 52,000 0 0 0 0 52,000 52,000
旅費交通費 19,000 0 0 19,000 0 0 0 0 19,000 19,000
通信費 327,000 0 0 327,000 0 0 5,000 5,000 332,000 332,000
消耗品費 57,000 0 0 57,000 0 0 0 0 57,000 57,000
事務局費 141,000 0 0 141,000 0 0 0 0 141,000 141,000
⽔道光熱費 143,000 0 0 143,000 0 0 0 0 143,000 143,000
諸会費 71,000 0 0 71,000 0 0 0 0 71,000 71,000
⽀払⼿数料 96,000 0 0 96,000 0 0 0 0 96,000 96,000
リース料 398,000 0 0 398,000 0 0 0 0 398,000 398,000
保険料 107,000 0 0 107,000 0 0 0 0 107,000 107,000
⽀払報酬 963,000 0 0 963,000 0 0 0 0 963,000 963,000
地代家賃 1,698,000 0 0 1,698,000 0 0 0 0 1,698,000 1,698,000
賃借料 3,000 0 0 3,000 0 0 0 0 3,000 3,000
租税公課 69,000 0 0 69,000 0 0 0 0 69,000 69,000
雑費 16,000 0 0 16,000 0 0 0 0 16,000 16,000
管理費計 4,230,000 0 0 4,230,000 0 0 5,000 5,000 4,235,000 0 0 4,235,000
当期営業増減額 -2,258,620 478,000 721,600 -1,059,020 0 0 2,192,000 2,192,000 1,132,980 0 0 1,132,980

Ⅲ [経常外収益] 0
受取利息 10,000 0 0 10,549 0 0 1,000 917 11,466 0 0 11,466
経常外収益合計 10,000 0 0 10,549 0 0 1,000 917 11,466 0 0 11,466

Ⅳ [経常外費⽤] 0
⽀払利息 92,000 0 0 91,935 0 0 0 0 91,935 0 0 91,935
経常外費⽤合計 92,000 0 0 91,935 0 0 0 0 91,935 0 0 91,935
当期経常増減額 -2,340,620 478,000 721,600 -1,140,406 0 0 2,193,000 2,192,917 1,052,511 0 0 1,052,511
[当期純損益] 0
税引前当期正味財産増減額 -2,340,620 478,000 721,600 -1,140,406 0 0 2,193,000 2,192,917 1,052,511 0 0 1,052,511
法⼈税住⺠税等 71,000 0 0 71,000 0 0 0 0 71,000 0 0 71,000
当期正味財産増減額 -2,411,620 478,000 721,600 -1,211,406 0 0 2,193,000 2,192,917 981,511 0 0 981,511
前期繰越正味財産額 2,808,277 10,185,689 12,993,966 12,993,966
次期繰越正味財産額 -2,411,620 478,000 721,600 1,596,871 0 0 2,193,000 12,378,606 13,975,477 0 0 13,975,477

特定⾮営利事業
令和8年4⽉1⽇から令和9年3⽉31⽇まで
2026年度予算書（活動予算書）

<総計>



資産の総額の確認に関する件 

 

2026 年 3 月 31 日現在の本法人の資産の総額は，金 12,954,796 円である旨確認する。 

 

〔提案理由〕 

資産の総額については，毎事業年度終了後決算に基づいて総会での確認が必要であるため。 

 



役員名簿

理事長

副理事長

副理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

芝田 淳

河原 晶子

鶴田 啓洋

新川 昇一郞

須藤 奈津子

竹中 寛子

西田 鉄心

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

廣野 拓

溝延 祐樹

山下 泰彦

近藤 和敬

有馬 利洋

田中 孝史



利用決定委員

◆ 第1合議体

鶴田 啓洋

上江川 直子

田原 真司

寺地 岳志

◆ 第2合議体

諏訪 洋一

溝延 祐樹

有馬 利洋

吉留 康洋

◆ 第3合議体

溝内 義剛

芝田淳

須藤 奈津子

林 千代子

◆ 第4合議体

定岡 雅文

水口 義夫

新川 昇一郞

竹中 寛子

◆ 第5合議体

佐澤 佳史朗

坂口 松平

山下 泰彦

廣野 拓

◆ 第6合議体

染河 敏幸

田中 孝史

河原 晶子

西田 鉄心

◆ 第6合議体

坂東島 梨香

福留 弘

近藤 和敬

堀之内 洋一




